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定例会
　新年度予算を審議する第１回村議会定例会は３月６日招
集され、会期を３月15日までの10日間と決め、初日は冒頭、
佐藤伴則議員に対して「議員辞職勧告」が三度決議されま
した。その後、村長の村政執行方針と教育長の教育行政執
行方針が述べられたほか、村道等の除排雪費用を増額補正
した一般会計補正予算、村議会議員及び特別職の期末手当
を減額する条例改正など、議案14件、発議２件を審議可決
しました。また、新年度の各会計予算は予算特別委員会を
設置して審議を付託し、３月13日まで休会に入りました。
　再開日の３月14日は、６名の議員が村政に対する一般質
問を行い、引続き開かれた予算特別委員会は新年度各会計
予算を翌日に亘り審議、いずれも原案のとおり可決すべき
ものと決定しました。
　３月15日開かれた本会議で、後藤予算特別委員会委員長
より審議結果が報告され、新年度各会計予算は、いずれも
原案どおり可決されました。
　そのほか、専決処分の報告１件、平成24年度各会計の補
正予算５件、意見書２件、閉会中の継続調査１件をそれぞ
れ可決。また、㈱ソーイング島牧に対する貸付金1100万円
について、村に対し佐藤伴則氏が916万円を弁済するとし
た「和解」議案については否決し、閉会しました。

▲新年度村政執行方針を述べる藤澤　克村長

㈱
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
破
産
手

続
き
に
係
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
３
月
１
日

函
館
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
第

２
回
債
権
者
会
議
が
開
催
さ
れ
出

席
し
て
参
り
ま
し
た
。

債
権
者
会
議
の
内
容
と
致
し
ま

し
て
は
、
破
産
財
団
の
処
理
に
つ

い
て
概
ね
完
了
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
現
在
、
提
訴
中
の
財

団
処
理
に
関
す
る
裁
判
の
結
審
時

期
等
に
も
よ
り
ま
す
が
、
６
月
10

日
に
開
催
さ
れ
る
第
３
回
目
の
債

権
者
会
議
を
も
っ
て
、
全
て
の
破

産
処
理
が
完
了
す
る
も
の
と
推
測

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
４
月
27
日
に
、
村

が
㈱
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
融
資
し

ま
し
た
１
１
０
０
万
円
の
契
約
内

容
に
基
づ
く
、
抵
当
物
件
の
競
売

手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

12
月
10
日
に
完
了
し
、
裁
判
所
の

告
示
を
待
つ
段
階
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
本
件
に
関
し
ま
し

て
、
12
月
27
日
抵
当
物
件
の
所

有
者
で
あ
る
佐
藤
氏
か
ら
代
理

人
を
通
じ
、
村
か
ら
の
借
入
金

１
１
０
０
万
円
の
内
、
社
会
保
険

料
、
税
金
、
給
与
等
に
充
て
た

１
８
４
万
円
を
除
く
、
９
１
６
万

円
を
支
払
う
旨
の
「
和
解
」
申
出

が
あ
り
、
和
解
条
件
等
に
つ
い
て

協
議
中
で
あ
り
ま
す
事
、
申
し
添

え
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
月
２
日
・
土
曜
日
か
ら
３

日
・
日
曜
日
に
か
け
て
発
生
い
た

し
ま
し
た
栄
磯
地
区
の
断
水
に
係

る
原
因
と
対
応
状
況
に
つ
い
て
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

３
月
２
日
午
後
５
時
55
分
、
水

道
監
視
装
置
の
漏
水
警
報
の
発
令

並
び
に
午
後
６
時
過
ぎ
に
は
栄
磯

地
区
住
民
よ
り
水
道
の
水
が
出
な

い
旨
の
通
報
を
受
け
た
こ
と
な
ど

か
ら
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
厚
瀬

旧
国
道
の
水
道
管
敷
設
区
間
が
原

因
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
現
地
に

急
行
い
た
し
ま
し
た
が
、
原
因
箇

所
と
思
わ
れ
る
地
点
に
至
る
ま
で

の
区
間
が
高
波
に
よ
る
越
波
の
た

め
危
険
と
判
断
し
、
翌
朝
に
現
地

確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
厚
瀬
漁
港
側
か
ら

第
１
隧
道
と
第
２
隧
道
の
間
、
30

㍍
ほ
ど
が
崩
壊
し
、
敷
設
し
て
い

た
２
本
の
水
道
管
の
う
ち
、
口
径

１
０
０
㍉
の
水
道
管
が
流
出
し
て

お
り
ま
し
た
。

流
出
の
原
因
は
、
当
日
暴
風

雪
・
波
浪
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
も
考
慮
し
ま
す
と
、

３
・
6 2013年

1

㈱
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧

栄
磯
地
区
の
断
水

藤 澤　  克　村長

行政報告
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「
高
波｣

に
よ
る
も
の
と
推
定
し

て
お
り
ま
す
。

当
日
の
夜
か
ら
翌
日
の
対
応
と

し
ま
し
て
は
、
栄
磯
地
区
住
民
に

対
し
て
飲
料
水
を
ポ
リ
タ
ン
ク
に

て
配
給
し
急
場
を
し
の
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
日
中
に
完
了
し
午
後
４
時
30
分

を
も
っ
て
給
水
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
本
水
道
管
敷
設
区
間

に
つ
き
ま
し
て
は
、
数
年
に
一
度

の
割
合
で
落
石
、
高
波
等
に
よ
り

水
道
管
が
破
損
、
流
失
す
る
地
点

で
あ
り
ま
す
の
で
、
抜
本
的
な
対

応
策
を
講
じ
る
よ
う
調
査
、
検
討

し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

島
牧
村
農
業
協
同
組
合
と
の
間

に
締
結
し
た
金
銭
消
費
貸
借
契
約

に
よ
り
代
物
弁
済
さ
れ
た
土
地
・

建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
が
、
平

成
24
年
12
月
26
日
付
け
を
も
っ
て

完
了
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
島
牧
村
農
業
協
同
組
合

よ
り
、
旧
農
協
事
務
所
周
辺
に
あ

る
倉
庫
な
ど
８
施
設
を
無
償
譲
渡

す
る
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
平
成
25
年
１
月
１
日
付

け
で
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

本
年
度
の
除
排
雪
に
つ
き
ま
し

て
は
、
第
１
工
区
を
平
成
24
年
11

月
30
日
に
、
有
限
会
社
後
藤
運
輸

と
除
雪
予
定
時
間
２
８
０
時
間
、

委
託
金
額
２
４
３
万
円
で
契
約
を

締
結
し
、
第
２
工
区
に
つ
き
ま
し

て
も
、
平
成
24
年
11
月
30
日
に
、

島
牧
開
発
株
式
会
社
と
除
排
雪
予

定
時
間
１
０
６
０
時
間
、
委
託
金

額
１
５
９
７
万
円
で
契
約
を
締
結

し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

12
月
上
旬
か
ら
の
毎
日
の
降
雪
に

よ
り
、
１
月
末
で
稼
動
時
間
が

７
４
１
時
間
に
達
し
、
委
託
費
で

お
よ
そ
１
３
８
０
万
円
と
な
り
、

委
託
料
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、

過
去
の
実
績
を
考
慮
し
、
２
月
・

３
月
分
委
託
料
を
今
回
提
出
の
議

案
第
１
号
専
決
処
分
の
と
お
り
、

４
６
８
万
円
追
加
補
正
し
、
委
託

費
予
算
総
額
を
２
３
４
９
万
円
と

し
て
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
月
分
の
稼
働
時

間
が
５
８
７
時
間
、
委
託
金
で

８
５
１
万
円
と
な
り
、
累
計
稼
働

時
間
は
、
１
５
９
０
時
間
で
委
託

総
額
が
２
２
５
３
万
円
と
な
り
、

３
月
分
の
除
排
雪
費
も
不
足
を
き

た
す
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
議
会
に
お
い
て
更
な
る
追
加
補

正
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
地
域
住
民
の
交
通
の
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定

例
会
が
、
２
月
25
日
に
開
催
さ

れ
、
新
年
度
に
向
け
た
行
政
執
行

方
針
の
も
と
、
一
般
会
計
予
算
及

び
２
件
の
特
別
会
計
予
算
が
可
決

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
は
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
７
９
８
４
万
円
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

88
億
９
９
２
３
万
円
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
53
億

５
０
６
５
万
円
で
あ
り
、
各
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
合
計
額
は
１
４

３
億
２
９
７
２
万
円
で
あ
り
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
で
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
事
業

及
び
介
護
保
険
事
業
の
事
務
が
本

格
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

効
率
的
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う
、

積
極
的
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

昨
年
の
島
牧
漁
協
と
し
て
の
漁

獲
量
は
２
８
７
９
㌧
、
漁
獲
金
額

は
７
億
５
３
０
０
万
円
余
り
で
、

平
成
23
年
に
比
べ
ま
す
と
、
漁
獲

量
で
は
９
１
８
㌧
の
減
で
、
金
額

で
は
約
１
億
６
７
３
０
万
円
の
大

幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
要
因
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
漁
獲
量
で
は
サ
ケ
、
ス
ケ
ソ

ウ
の
減
に
よ
り
、
漁
獲
金
額
で
は

サ
ケ
、
ナ
マ
コ
の
減
に
よ
る
も
の

が
大
き
く
、
特
に
サ
ケ
は
数
量
及

び
金
額
と
も
大
幅
な
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

魚
種
別
に
前
年
と
の
比
較
を
見

ま
す
と
、
漁
獲
数
量
で
増
加
し
て

い
る
魚
種
は
、
カ
ニ
で
29
㌧
が
目

立
つ
程
度
で
、
減
少
し
て
い
る
魚

種
は
ス
ケ
ソ
ウ
が
５
４
２
㌧
、

サ
ケ
が
１
６
２
㌧
、
ホ
ッ
ケ
が

１
０
８
㌧
、
イ
カ
が
76
㌧
の
減
で

あ
り
ま
す
。

次
に
漁
獲
金
額
で
す
が
、
増

加
し
て
い
る
魚
種
は
カ
ニ
が

１
２
０
０
万
円
ほ
ど
、
タ
コ
が

１
１
４
０
万
円
ほ
ど
増
加
い
た
し

ま
し
た
が
、
減
少
し
て
い
る
魚
種

は
、
サ
ケ
が
６
２
９
０
万
円
ほ

ど
、
ナ
マ
コ
は
単
価
が
下
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
４
１
３
０
万
円
ほ

ど
、
イ
カ
が
１
７
１
０
万
円
ほ

ど
、
ス
ケ
ソ
ウ
・
イ
カ
ナ
ゴ
・
エ

ビ
が
そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
０
万
円
ほ

ど
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
と
お
り
、
平
成
24
年
分

の
水
揚
げ
金
額
は
、
前
年
よ
り
18

㌫
ほ
ど
減
少
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
サ
ケ
来
遊
期
に
高
水
温
の

影
響
に
よ
り
、
漁
獲
が
伸
び
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
も
の
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
本

村
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
漁
業

振
興
を
図
る
た
め
、
作
り
育
て
る

漁
業
の
推
進
等
に
つ
い
て
、
漁
協

と
連
携
し
な
が
ら
努
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

去
る
１
月
10
日
、
東
京
都
在
住

の
田
中
美
智
雄
様
よ
り
本
人
名
義

の
土
地
、
字
大
平
３
３
０
番
78
外

３
筆
、
１
８
６
７
平
方
㍍
の
土
地

採
納
願
い
が
あ
り
、
１
月
16
日
付

け
で
所
有
権
移
転
登
記
が
終
了
し

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
去
る
２
月
12
日
、
島
牧

漁
業
協
同
組
合
よ
り
、
地
域
振
興

島
牧
農
協
の
代
物
弁
済

村
道
等
の
除
排
雪

後
志
広
域
連
合
の
運
営

漁
協
水
揚
げ
状
況

指
定
寄
附



4議会広報　かりば　143号

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
１
０
０
万

円
の
指
定
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

寄
附
の
意
思
に
添
う
よ
う
、
地

域
振
興
基
金
に
積
立
て
い
た
し
ま

し
て
、
今
後
の
地
域
振
興
の
た
め

に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
　
　

な
お
、
た
だ
い
ま
ご
報
告
い
た

し
ま
し
た
寄
附
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
定
例
会
に
補
正
予
算
の
提

出
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
議
員
辞
職
勧
告
決
議

　
佐
藤
伴
則
議
員
に
対
し
議
員
辞

職
勧
告
を
三
度
決
議
。

【
決
議
要
旨
】

　
佐
藤
伴
則
議
員
に
対
し
、
即
刻

議
員
辞
職
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
高
い
倫
理
観

と
見
識
、
決
意
の
も
と
、
法
令
順

守
を
旨
と
し
て
議
員
活
動
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
島
牧
村
と
佐
藤
伴
則

議
員
自
ら
が
代
表
を
務
め
て
い
た

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
と
の
間
で
行
わ

れ
た
会
社
運
営
に
対
す
る
支
援
の

あ
り
様
は
、
次
の
と
お
り
不
適
切

で
あ
り
、
且
つ
不
可
解
で
あ
る
。

①
議
長
で
あ
っ
た
立
場
を
利
用
し

た
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
も
受

止
め
ら
れ
る
深
夜
か
ら
翌
朝
に
亘

る
村
担
当
課
長
に
対
す
る
貸
付
交

渉
。

②
事
業
を
継
続
す
る
環
境
に
無

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
村
か
ら

受
け
た
平
成
24
年
度
運
転
資
金

１
１
０
０
万
円
の
借
用
と
目
的
外

使
用
。

③
貸
付
契
約
締
結
の
寸
前
に
行
わ

れ
た
、
佐
藤
伴
則
か
ら
花
田
達
也

へ
の
代
表
取
締
役
の
交
代
。

④
破
産
に
伴
い
懸
念
さ
れ
る
、
短

期
・
長
期
の
貸
付
金
、
村
出
資
金

及
び
縫
製
工
場
施
設
賃
貸
料
、
合

計
１
７
４
０
万
円
の
未
回
収
の
損

害
。
ま
た
、
村
が
６
月
18
日
に
送

付
し
た
貸
付
金
の
返
還
命
令
に
対

し
て
も
何
ら
回
答
も
せ
ず
、
話
し

合
い
に
も
応
じ
ず
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
担
保
物
件
競

売
に
係
る
予
納
金
、
民
事
訴
訟
に

係
る
弁
護
士
費
用
及
び
不
動
産
仮

差
押
さ
え
供
託
金
等
が
３
１
０
万

円
と
日
を
追
う
ご
と
に
損
害
額
が

増
し
、
総
額
２
０
５
０
万
円
の
村

の
損
害
と
な
り
、
過
去
に
例
を
見

な
い
悪
質
な
事
案
で
あ
る
。

⑤
運
転
資
金
と
し
て
借
り
入
れ
し

た
１
１
０
０
万
円
の
内
、
目
的
外

使
用
し
た
９
１
６
万
円
を
支
払
う

べ
く
自
ら
和
解
申
し
入
れ
を
12
月

26
日
島
牧
村
に
提
示
し
て
お
き
な

が
ら
、和
解
条
項
に
異
論
を
唱
え
、

和
解
の
成
立
を
自
ら
伸
ば
す
が
如

き
状
態
は
全
く
異
常
な
状
態
で
あ

り
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。

　
佐
藤
伴
則
議
員
に
対
す
る
議
員

辞
職
勧
告
決
議
は
、
昨
年
の
第
３

回
及
び
第
４
回
村
議
会
定
例
会
に

お
い
て
決
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、

佐
藤
伴
則
議
員
の
対
応
の
無
責
任

さ
は
、
島
牧
村
議
会
を
愚
弄
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
議
会
の
信
頼
ま

で
も
失
墜
さ
せ
て
い
る
。
村
民
の

不
信
と
批
判
は
な
お
高
ま
る
ば
か

り
で
あ
り
、
佐
藤
伴
則
議
員
の
社

会
的
・
道
義
的
責
任
は
極
め
て
重

い
。

　
よ
っ
て
、
佐
藤
伴
則
議
員
は
、

即
刻
議
員
辞
職
す
る
こ
と
を
島
牧

村
議
会
と
し
て
再
々
勧
告
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
財
政
調
整
基
金
の
一
部
処
分

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
予
算

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
▼
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会

計
予
算

　
こ
れ
ら
の
議
案
は
、
全
議
員
構

成
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
て
審
査
す

る
こ
と
に
決
定
。

▼
専
決
処
分
の
報
告

　
公
用
車
運
転
中
の
接
触
事
故
に

対
す
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
、
損

害
賠
償
額
２
６
７
，
１
５
４
円
。

▼
専
決
処
分
の
承
認（
平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
））

歳
出

　

財

政

調

整

基

金

積

立

金

４
６
８
万
円
減
額
、
村
道
等
除
排

雪
委
託
４
６
８
万
円
追
加
。

　
除
排
雪
費
の
追
加
を
基
金
の
積

立
て
で
調
整
し
た
歳
出
の
み
の
補

正
で
、
予
算
総
額
に
変
更
な
し
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
承
認

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
の
制
定

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

　
次
の
５
本
の
条
例
の
制
定
又
は

一
部
改
正
は
、「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定

に
伴
い
、
村
が
管
理
す
る
施
設
等

の
技
術
的
基
準
及
び
技
術
者
の
資

格
基
準
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

▼
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
制
定

▼
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造

の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

▼
公
営
住
宅
等
整
備
基
準
条
例
の

制
定

▼
簡
易
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監

督
者
の
配
置
基
準
及
び
資
格
基

準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制

定
▼
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

◎
以
上
、
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
委
員
の
選
任
方
法
等
に
つ
い
て

規
定
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

審議

議案

した

決

議

新
年
度
予
算

専
決
処
分

条
例
制
定
・
改
正
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一
部
改
正

　
出
張
旅
費
を
見
直
し
、
日
当
を

一
日
２
０
０
０
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
出
張
時
に
日
当
を
支
給
す
る
よ

う
改
正
す
る
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
財
政
運
営
を
考
慮
し
、
議
会
議

員
と
特
別
職
の
期
末
手
当
を
引
続

き
２
年
間
、
１
年
に
つ
き
０
．
35
ヶ

月
減
ず
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
の

給
与
に
つ
い
て
、
条
例
に
規
定
す

る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
村
防
災
会
議
の
所
掌
事

務
及
び
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
追

加
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
改

正
　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
引
用
規
定
を
改
め
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
改
正

　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
引
用
規
定
を
改
め

る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

歳
入

　
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
運
転
資
金
貸

付
金
収
入
２
７
５
５
万
円
減
額
、

診
療
所
収
入
２
８
８
万
円
減
額
、

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

５
３
０
万
円
減
額
ほ
か
。

歳
出

　
各
種
事
業
の
完
了
見
込
み
に
よ

る
予
算
整
理
の
ほ
か
、
財
政
調
整

基
金
積
立
金
２
１
８
２
万
円
減

額
、
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
３
０

０
０
万
円
追
加
、
農
林
産
物
加
工

場
屋
根
補
修
（
未
執
行
）
２
０
０
万

円
減
額
、
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
建

設
費
（
未
執
行
）
１
４
５
６
万
円
減

額
、
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
運
転
資
金

貸
付
金
２
７
０
０
万
円
減
額
、
村

道
等
除
排
雪
費
５
２
７
万
円
追
加

ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
４
３
４

万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
24
億
７

８
３
３
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

歳
入

　
医
療
給
付
費
滞
納
繰
越
分
59
万

円
減
額
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

61
万
円
追
加
ほ
か
。

歳
出

　
後
志
広
域
連
合
分
賦
金
21
万
円

減
額
、
シ
ス
テ
ム
改
修
負
担
金

19
万
円
追
加
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
万
円
減

額
し
、
予
算
総
額
９
５
１
０
万
円

と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
24
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入

　
水
道
使
用
料
２
４
８
万
円
減

額
、
一
般
会
計
繰
入
金
２
６
１
万

円
追
加
。

歳
出

　
維
持
管
理
費
13
万
円
追
加
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
13
万
円
追

加
し
、
予
算
総
額
９
９
１
０
万
円

と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
24
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
収
入
90
万
円
減

額
、
一
般
会
計
繰
入
金
66
万
円
追

加
。

歳
出

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
費
21
万
円

減
額
ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
24
万
円
減

額
し
、
予
算
総
額
３
５
７
６
万
円

と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
24
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入

　
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

６
２
２
万
円
追
加
、
一
般
会
計
繰

入
金
１
３
０
万
円
減
額
、
浄
化
槽

事
業
債
・
辺
地
債
７
８
０
万
円
減

額
ほ
か
。

歳
出

　
浄
化
槽
維
持
管
理
業
務
委
託
料

１
９
１
万
円
減
額
、
起
債
償
還
金

利
子
50
万
円
減
額
ほ
か
。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
７
２
万

円
減
額
し
、
予
算
総
額
１
億
１
０

７
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　
本
会
議
に
お
い
て
も
、
公
聴
会

の
開
催
、
参
考
人
の
出
席
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
和
解
に
つ
い
て

　
村
か
ら
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
貸

付
し
た
運
転
資
金
１
１
０
０
万

円
の
う
ち
、
目
的
外
使
用
し
た

９
１
６
万
円
に
つ
い
て
、
佐
藤
伴

則
氏
が
村
に
弁
済
す
る
。

◎
賛
成
少
数
で
原
案
否
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

　
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

そ

の

他

補
正
予
算
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質問質問
一般一般

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
件

問
①�

平
成
24
年
４
月
18
日
に
副
村
長
及
び
担
当
課
長
と
ソ
ー
イ
ン
グ
と
の
話
し
合
い
は
借
り
手
側
が
有
利
と
な
る
貸
付
交
渉
で
あ
っ

た
か
伺
い
ま
す
。
又
、
融
資
実
行
時
に
お
い
て
、
事
業
継
続
す
る
環
境
に
無
い
と
の
認
識
で
お
ら
れ
た
か
端
的
に
伺
い
ま
す
。

②�

平
成
５
年
度
以
後
、
ソ
ー
イ
ン
グ
よ
り
賃
貸
収
入
、
貸
付
利
息
を
合
計
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
た
か
、
又
、
会
社
は
支
払
い
を
怠
っ

た
事
は
あ
り
ま
し
た
か
伺
い
ま
す
。

③�

ソ
ー
イ
ン
グ
は
、
計
３
回
に
亘
り
村
を
含
め
た
株
主
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
村
側
か
ら
話
し
合
い
を
求
め
た
事
は
あ
り
ま

し
た
か
伺
い
ま
す
。

　

以
上
３
点
に
つ
い
て
、
簡
明
な
御
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐　藤　伴　則　議員

　第１回村議会定例会での一般質問の内容と理事者側の回答をご紹介します。

　今回の質問者は 6 名で、その全文を掲載しました。

　なお、佐藤伴則議員の一般質問に対し、議長から次のとおり現状認識を促し、

意思を確認しました。

（議長）

　一般質問に入る前に、佐藤伴則議員にお尋ねいたします。貴方が一般質問す

る２件の内容は、倒産寸前まで代表取締役社長を務めていたソーイング島牧に

関する質問であり、島牧村に対して膨大な損害を与えたにも関わらず、島牧村

及び島牧村議会に対し、未だ謝罪もせず、その解決方法すら見いだせない当事

者である貴方が、ソーイング島牧に関連した質問はいかがなものかと思います。

　又、追加日程として村が提出する予定の、佐藤君からの和解申し出に関わる

議案採決に大きな影響を及ぼす事が懸念されますが、この質問を取り下げる意

思があるか確認いたします。

（佐藤伴則議員）

　（取り下げる）意思はございません。

（議長）

　それでは議長として申し伝えておきますが、参考資料にありますように、村

が得た賃貸収入、貸付金利息収入の合計は、41,373,229円です。

　村がソーイング島牧に拠出した総額は、設備助成金及びボイラー等、修繕工

事費込みで77,383,488円です。従って、ソーイング島牧から受けた賃貸及

び貸付金利息収入より36,010,259円多く村は支援してきた事と、貴方は代

表取締役として、巨額の累積赤字を抱えながらもこの間に総額54,300,000

円の役員報酬を受けていた事と、現在も取締役役員である事を再認識していた

だき、質問していただきたいと思います。

佐藤 伴則 議員 ソーイング島牧の件
 和解の件
 村政執行方針
 国民健康保険事業、介護保険事業 ・
瀬戸川 豊 議員 ソーイング島牧に係る村長責任の所在
 消防・救急体制
 観光振興対策 ・
後藤　 諭 議員 ソーイングの運転資金貸付
 小学校及び給食センターの建替 ・
長尾 文裕 議員 島牧音頭、島牧小唄、島牧太鼓等
 断水事故
 村全体の問題 ・
中田 仁史 議員 観光振興対策
 合併処理浄化槽整備事業 ・
佐藤 清司 議員 村政の執行  ・
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藤
澤
村
長

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
件
に
つ
い

て
の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

４
月
24
日
ま
で
当
該
会
社
の
代
表

取
締
役
で
あ
り
、
そ
の
後
も
現
在

に
至
る
ま
で
取
締
役
で
あ
り
、
本

件
に
お
け
る
当
事
者
で
ご
ざ
い
ま

す
佐
藤
伴
則
議
員
か
ら
、
ソ
ー
イ

ン
グ
島
牧
の
件
に
つ
い
て
の
一
般

質
問
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
答
弁
者
で
あ
る
私
と
い
た

し
ま
し
て
は
大
変
に
驚
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
不
可
解
に
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
１
点
目
の
平
成
24
年
４

月
18
日
の
話
し
合
い
の
件
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
話
し
合
い
は
４
月

18
日
午
後
５
時
か
ら
始
ま
り
翌
日

の
朝
６
時
ま
で
の
13
時
間
に
亘
っ

て
行
わ
れ
た
話
し
合
い
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
１
，

１
０
０
万
円
の
金
銭
貸
借
契
約
書

に
佐
藤
代
表
取
締
役
以
外
の
取
締

役
に
対
し
て
、
個
人
保
証
を
求
め

な
い
旨
の
文
言
加
入
を
執
拗
に
求

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
経

緯
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
24

年
度
当
初
予
算
計
上
さ
れ
た
ソ
ー

イ
ン
グ
島
牧
へ
の
３
，
８
０
０
万

円
の
貸
付
に
対
し
、
従
来
同
様
取

締
役
全
員
の
個
人
保
証
の
他
に
、

議
会
で
予
算
審
議
さ
れ
た
内
容
等

を
踏
ま
え
、
経
営
責
任
者
で
あ
る

佐
藤
代
表
取
締
役
、
ご
質
問
者
、

貴
方
の
や
る
気
と
責
任
を
表
し
て

も
ら
う
た
め
、
個
人
資
産
等
を
担

保
物
件
と
し
て
提
示
し
て
も
ら
う

こ
と
に
同
意
を
得
た
上
で
、
昨
年

３
月
29
日
に
抵
当
権
設
定
に
掛
か

る
手
続
き
書
類
等
を
求
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
質
問
者
で

あ
る
貴
方
か
ら
、
抵
当
権
設
定
見

合
い
と
な
る
金
額
の
借
入
と
、
担

保
物
件
等
と
の
見
合
い
と
な
る
借

入
金
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
締

役
の
個
人
保
証
を
求
め
な
い
こ
と

を
村
担
当
者
に
求
め
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
村
と
い
た
し
ま
し
て
は

貸
付
金
額
が
１
，
１
０
０
万
円
と

し
、
取
締
役
を
連
帯
保
証
人
と
し

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
更
に
、

質
問
者
で
あ
る
貴
方
か
ら
、
借
入

契
約
書
に
取
締
役
の
個
人
保
証
を

求
め
な
い
旨
の
文
言
の
加
入
記
述

が
求
め
ら
れ
、
こ
の
文
言
の
加
入

記
述
に
つ
い
て
、
４
月
18
日
夕
刻

か
ら
19
日
早
朝
ま
で
の
13
時
間
に

亘
る
執
拗
な
話
し
合
い
交
渉
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

19
日
早
朝
、
驚
い
た
こ
と
に
ま

だ
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
の
で
私
も
そ
の
場
に
出

向
き
ま
し
た
が
、
対
応
し
た
副
村

長
、
担
当
課
長
の
両
名
は
ソ
ー
イ

ン
グ
島
牧
の
代
表
取
締
役
で
あ
る

と
同
時
に
、
当
時
村
議
会
議
長
で

も
あ
っ
た
貴
方
へ
の
対
応
に
憔
悴

し
き
っ
た
状
態
で
、
借
り
手
側
で

あ
る
貴
方
の
条
件
を
受
け
入
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

会
社
の
経
営
責
任
者
で
あ
る
取

締
役
が
、
会
社
の
金
銭
借
入
等
に

関
し
て
連
帯
保
証
人
を
免
除
さ
れ
、

な
お
且
つ
異
例
と
も
思
え
る
契
約

書
に
取
締
役
の
個
人
保
証
人
を
求

め
な
い
旨
の
文
言
を
記
述
す
る
こ

と
に
な
ぜ
こ
だ
わ
っ
た
の
か
、
個

人
保
証
が
求
め
ら
れ
な
い
取
締
役

が
４
月
24
日
付
で
新
た
な
代
表
取

締
役
に
唐
突
に
就
任
し
た
こ
と
は

驚
く
べ
き
事
実
で
あ
り
、
一
連
の

交
渉
内
容
は
借
り
手
で
あ
る
会
社

に
と
っ
て
経
営
責
任
者
に
と
っ
て
、

非
常
に
有
利
と
な
る
内
容
で
あ
っ

た
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
融
資
実
行
時
に
お
い
て
、

事
業
継
続
す
る
環
境
に
な
い
と
の

認
識
で
あ
っ
た
か
と
の
質
問
で
す

が
、
１
，
１
０
０
万
円
の
融
資
実

行
は
、
平
成
24
年
４
月
27
日
の
午

後
で
あ
り
、
当
日
は
ソ
ー
イ
ン
グ

島
牧
の
通
常
株
主
総
会
が
午
前
中

に
開
催
さ
れ
た
日
で
も
あ
り
ま
す
。

当
日
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、

４
月
24
日
付
で
唐
突
に
行
わ
れ
た

代
表
取
締
役
の
交
代
理
由
に
、
オ

ン
ワ
ー
ド
樫
山
と
の
交
渉
も
進
展

し
な
い
中
、
従
業
員
も
暗
い
気
持

ち
に
な
っ
て
い
る
。
代
表
取
締
役

で
あ
る
社
長
と
役
員
の
交
代
に
よ

り
、
新
た
な
気
持
ち
を
も
っ
て
従

業
員
と
共
に
会
社
運
営
を
乗
り

切
っ
て
い
き
た
い
旨
の
話
が
あ
り
、

総
会
終
了
後
、
再
度
新
代
表
取
締

役
に
、
取
締
役
同
席
の
下
で
今
後

の
会
社
経
営
の
意
気
込
み
等
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ン
ワ
ー
ド
樫

山
と
の
交
渉
や
資
金
調
達
に
つ
い

て
も
、
佐
藤
前
代
表
取
締
役
の
協

力
援
助
指
導
を
受
け
な
が
ら
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
旨
、
株
主
総
会

と
同
様
の
話
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
従
業
員
へ
も
午
後
か
ら
現

状
説
明
の
上
、
会
社
存
続
に
つ
い

て
協
力
を
求
め
て
い
く
旨
の
説
明

で
あ
っ
た
と
認
識
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

貴
方
は
、
３
月
か
ら
オ
ン
ワ
ー

ド
樫
山
か
ら
の
受
注
を
ス
ト
ッ
プ

し
、
同
社
と
の
交
渉
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
３
月
23
日
、
平
成

23
年
度
分
会
社
工
場
賃
貸
料
に

つ
い
て
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
こ

と
か
ら
全
額
免
除
し
て
欲
し
い
と

の
申
し
出
に
対
し
了
承
し
た
経
緯

も
あ
り
、
ま
た
平
成
23
年
度
決

算
で
も
、
単
年
度
赤
字
、
２
６
，

９
７
８
，
７
８
０
円
、
累
積
赤
字

８
３
，
４
９
２
，
８
９
２
円
と
報

告
さ
れ
て
お
り
、
当
時
会
社
経
営

は
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
先
に
述

べ
た
と
お
り
、
４
月
27
日
に
お
け

る
佐
藤
前
代
表
取
締
役
、
新
代

表
取
締
役
の
会
社
経
営
の
意
気
込

み
等
に
対
す
る
期
待
感
、
と
り
わ

け
貴
方
へ
の
信
頼
感
の
下
、
何
と

か
早
期
に
工
場
の
操
業
を
再
開
し
、

会
社
経
営
が
安
定
化
し
、
村
内
に

お
け
る
大
き
な
雇
用
の
場
が
失
わ

れ
る
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
べ
く
、

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
存
続
に
向
け

て
当
面
の
経
営
運
転
資
金
と
な
る

貸
付
金
１
，
１
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
融
資

で
は
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
村

と
し
て
の
可
能
な
限
り
の
支
援
対

策
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
２
点
目
の
平
成
５
年
度
以

降
の
工
場
賃
貸
料
及
び
貸
付
利

息
に
つ
い
て
は
、
村
が
収
入
し

た
工
場
賃
貸
料
２
，
１
６
０
万

円
、

貸

し

付

け

利

息

１

９
，

７
７
３
，
２
２
９
円
、
合
計

４
１
，
３
７
３
，
２
２
９
円
で
あ

り
ま
す
。

支
払
い
状
況
に
つ
い
て
、
工
場

賃
貸
料
は
平
成
22
年
度
ま
で
は
年

度
末
の
期
限
内
に
納
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お

り
、
平
成
23
年
度
分
工
場
賃
貸
料

１
２
０
万
円
は
、
年
度
末
直
前
に
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お
け
る
賃
貸
料
免
除
の
申
し
出
を

受
け
全
額
免
除
し
て
お
り
、
平
成

24
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
イ

ン
グ
島
牧
の
会
社
破
産
に
伴
い
、

10
月
分
ま
で
の
70
万
円
に
つ
い
て

未
納
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
息
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
分
は
年
度
末
の
期
限
内
に

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
24

年
度
貸
付
分
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
６
月
18
日
付
で
６
月
29
日
を

納
期
限
と
す
る
返
還
通
知
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
元
金
、
利

子
共
に
未
納
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
村
は
平
成
５
年
度
以

降
、
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
対
し
工

場
設
備
等
の
設
備
補
助
金
と
し

て
、
総
額
４
，
０
５
５
万
８
千
円

の
資
金
援
助
を
し
て
お
り
、
更
に

建
物
修
繕
費
と
し
て
現
在
に
至
る

ま
で
、
工
場
施
設
及
び
ボ
イ
ラ
ー

等
の
修
理
費
と
し
て
総
額
３
６
，

８
２
５
，
４
８
８
円
を
投
入
し
て

お
り
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
場

確
保
の
た
め
、
平
成
５
年
度
以
降

合
計
７
７
，
３
８
３
，
４
８
８
円

の
投
資
を
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
に
お
け
る
ソ
ー
イ
ン

グ
島
牧
の
決
算
報
告
を
見
る
と
、

各
決
算
期
毎
の
当
期
利
益
は
黒

字
、
赤
字
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る

が
、
当
期
未
処
分
利
益
、
い
わ
ゆ

る
累
積
利
益
は
平
成
５
年
度
以

降
、
毎
年
赤
字
が
続
き
、
近
年

に
至
っ
て
は
平
成
19
年
度
当
期

利
益
、
約
１
６
４
万
円
の
黒
字

と
な
り
、
当
期
末
処
分
利
益
も

約
３
，
０
６
２
万
円
の
赤
字
で

あ
っ
た
が
、
翌
、
平
成
20
年
度

当
期
利
益
約
７
７
０
万
円
の
赤

字
、
平
成
21
年
度
当
期
利
益
、
約

１
，
３
７
０
万
円
の
赤
字
、
平
成

22
年
度
当
期
利
益
、
約
４
４
８
万

円
の
赤
字
、
平
成
23
年
度
当
期
利

益
、
約
２
，
６
９
７
万
円
の
赤
字

と
な
り
、
当
期
末
処
分
利
益
は
約

８
，
３
４
９
万
円
の
累
積
赤
字
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

反
面
、
平
成
７
年
度
以
降
に

お
け
る
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た

貴
方
の
役
員
報
酬
は
総
額
５
，

４
３
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
極

め
て
厳
し
い
会
社
経
営
状
態
が
続

い
て
い
た
状
況
下
に
お
い
て
、
改

め
て
役
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
会
社
経
営
責
任
者
と
し
て
如

何
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
３
点
目
の
質
問
で
あ
り
ま

す
が
、
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
は
計
３

回
に
亘
り
村
を
含
め
た
株
主
に
説

明
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
３

回
と
は
平
成
24
年
４
月
27
日
開
催

の
通
常
株
主
総
会
及
び
同
年
５
月

16
日
と
５
月
と
あ
る
が
、
24
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
株
主
総
会
の
こ

と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤（
伴
）議
員

は
い
。

藤
澤
村
長

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
は
こ
れ
ら
の

総
会
に
よ
り
、
株
主
に
対
し
３
回

に
亘
り
説
明
を
行
っ
た
と
あ
り
ま

す
が
、
４
月
27
日
に
開
催
の
通
常

株
主
総
会
で
は
、
新
代
表
取
締
役

の
下
、
会
社
経
営
を
継
続
し
て
い

く
旨
の
内
容
説
明
で
あ
り
、
２
回

目
の
５
月
16
日
開
催
の
臨
時
株
主

総
会
で
は
、
取
締
役
会
で
今
後
の

会
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し

た
が
結
論
が
出
な
か
っ
た
の
で
、

株
主
の
意
見
を
聞
い
て
結
論
を
出

し
た
い
と
の
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
唐
突
に
会
社
を
解
散
廃
業
す

る
株
主
の
了
解
を
得
た
旨
、
会
社

側
か
ら
の
発
言
が
あ
り
紛
糾
し
た

た
め
、
会
社
の
方
針
等
に
つ
い
て

提
案
内
容
を
明
確
に
し
た
上
で
、

改
め
て
株
主
総
会
を
開
催
す
る
よ

う
要
請
し
散
会
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

３
回
目
と
な
っ
た
５
月
24
日
開

催
の
臨
時
株
主
総
会
で
は
、
会
社

側
か
ら
事
業
継
続
が
困
難
な
状
況

で
あ
り
、
事
業
の
閉
鎖
・
清
算
し

た
い
旨
の
提
案
が
さ
れ
た
が
、
事

業
の
閉
鎖
・
清
算
に
関
す
る
具
体

的
説
明
は
一
切
無
く
、
閉
鎖
・
清

算
の
了
承
を
株
主
に
求
め
る
内
容

に
終
始
し
た
た
め
、
村
を
含
め
一

般
株
主
は
納
得
で
き
る
説
明
が
無

い
状
況
で
、
会
社
か
ら
の
提
案
に

対
し
て
は
、
承
服
し
か
ね
る
旨
の

意
向
を
示
し
散
会
と
な
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

質
問
事
項
に
あ
る
、
計
３
回
に

亘
り
村
を
含
め
た
株
主
に
説
明
を

行
っ
た
と
の
こ
の
一
説
は
、
私
と

し
て
は
何
を
ど
の
よ
う
に
３
回
に

亘
り
説
明
を
受
け
た
こ
と
に
な
る

の
か
、
皆
目
検
討
の
つ
か
な
い
説

明
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
会
社
事

情
に
あ
る
中
、
村
側
か
ら
話
し
合

い
を
求
め
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
と

の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
株
主
総

会
に
お
い
て
私
は
再
三
に
亘
っ
て

▲休眠状態の縫製工場
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説
明
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
会
社

側
の
株
主
総
会
に
お
け
る
対
応
は

会
社
経
営
責
任
者
と
し
て
の
説
明

責
任
に
欠
け
る
も
の
で
あ
り
、
ま

し
て
や
事
前
の
相
談
連
絡
も
な
く

唐
突
に
代
表
取
締
役
の
交
代
が
行

わ
れ
た
り
、
平
成
24
年
６
月
18
日

付
で
６
月
29
日
を
納
期
限
と
す
る

貸
付
金
返
還
通
知
に
対
し
て
も
、

会
社
か
ら
は
な
ん
ら
連
絡
が
無
く
、

村
担
当
課
長
か
ら
納
期
限
の
数
日

前
に
連
絡
を
入
れ
て
も
回
答
が
無

く
、
納
期
限
当
日
の
午
後
５
時
に

代
表
取
締
役
か
ら
、
本
件
に
つ
い

て
は
弁
護
士
か
ら
村
に
連
絡
が
あ

る
旨
の
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
だ
け

で
あ
り
、
私
は
会
社
の
対
応
は
全

く
も
っ
て
誠
意
を
感
じ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
し
て
や
村
側
か
ら
会

社
に
対
し
て
逐
一
お
伺
い
を
立
て

て
話
し
合
い
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
む
し
ろ
、
代
表
取

締
役
を
始
め
と
す
る
取
締
役
で
あ

る
役
員
一
同
は
、
会
社
経
営
責
任

者
と
し
て
、
誠
意
を
持
っ
て
村
に

説
明
責
任
を
果
た
す
義
務
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

以
上
を
述
べ
、
答
弁
と
い
た
し

ま
す
。

先
ほ
ど
の
５
月
23
日
で
は
な
い

か
と
の
事
で
す
が
、
大
変
失
礼
い

た
し
ま
し
た
。
４
月
23
日
で
す
。

月
曜
日
の
話
は
通
常
総
会
前
を

含
め
て
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
あ

と
、
私
が
出
た
総
会
も
あ
っ
た
と

い
う
の
が
、
間
違
い
な
い
事
実
だ

と
思
い
ま
す
が
。

佐
藤（
伴
）議
員

簡
明
・
簡
潔
に
お
答
え
い
た
だ

き
た
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

質
問
と
は
か
け
離
れ
た
、
大
変
、

こ
う
い
う
時
間
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

私
に
与
え
ら
れ
た
時
間
も
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
再
質
問
は
簡

潔
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
、
借
り
手
側
が
有

利
と
な
る
交
渉
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
村
長
は
今
そ
の
よ
う

な
認
識
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
お

答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
６
月
、
現
議
長
で
あ
り
ま

す
濱
野
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
さ

れ
て
お
り
ま
し
て
、
担
保
物
件
と

し
て
そ
の
内
容
は
ソ
ー
イ
ン
グ
島

牧
の
固
定
資
産
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
機
械
設
備
と
、
前
社
長
と

い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
私

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
供
す

る
担
保
物
件
に
よ
り
、
取
締
役
個

人
の
追
加
責
任
は
求
め
な
い
と
す

る
と
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
物

納
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
の
か

と
い
う
質
問
が
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
村
長
は
、
４
月
17

日
に
私
よ
り
経
営
運
転
資
金
貸
借

契
約
書
の
担
保
物
件
に
掛
か
る
条

項
の
規
定
に
、
取
締
役
の
個
人
保

証
を
求
め
な
い
旨
、
私
が
文
言
の

加
入
を
求
め
、
そ
し
て
村
長
と
し

て
は
既
に
４
月
13
日
の
申
し
出
に

よ
り
取
締
役
の
保
証
免
除
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
指
定

す
る
意
味
の
な
い
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
答
え
ら
れ
て
お

る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
、
記
述
す
る
こ
と
に
固

執
す
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
、

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
村
長
も
お
認
め

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
質
問
の

趣
旨
で
あ
る
借
り
手
側
に
有
利
と

な
る
貸
付
交
渉
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
お
答
え
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
継
続
す
る
環
境
に

な
い
と
の
認
識
で
お
ら
れ
た
か
と

い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
私
は
今

の
答
弁
で
は
承
服
し
か
ね
る
部
分

が
全
く
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の

点
に
つ
い
て
は
改
め
て
端
的
に
お

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
話
し
た
よ
う
に
、
当
時
質
問

者
で
あ
る
濱
野
議
員
か
ら
、
質
問

の
文
章
は
取
締
役
の
追
加
責
任
を

求
め
な
い
と
す
る
と
い
う
、
本
文

に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
の
文

章
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
も
村
長
、
個
人
保

証
を
求
め
な
い
と
す
る
と
い
う
文

言
を
追
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
お
答
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
追
加

責
任
を
求
め
な
い
と
す
る
文
章
と
、

個
人
保
証
を
求
め
な
い
と
す
る
と

い
う
こ
の
文
章
の
違
い
で
す
ね
、

こ
れ
多
分
こ
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
は
殆
ど
わ
か
ら
な
い
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
当

初
案
と
し
て
い
た
だ
い
た
中
に
こ

の
文
言
は
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
村
長
が
お
っ
し
ゃ
る
個
人
保
証

を
求
め
な
い
旨
の
文
言
が
入
っ
て

お
り
ま
し
た
。

こ
の
文
言
の
入
っ
た
案
を
頂
い

た
と
き
に
、
会
社
設
備
に
加
え
て

個
人
の
担
保
物
件
を
求
め
る
よ
う

な
こ
と
が
後
に
異
議
を
申
し
立
て

ら
れ
た
場
合
、
困
る
部
分
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
で
ご
ざ

い
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
質
問
者

の
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
は

加
筆
を
し
て
直
し
て
出
し
て
は
如

何
で
す
か
と
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
借

り
手
側
が
有
利
に
な
る
と
い
う
よ

り
も
、
逆
に
き
ち
ん
と
し
た
文
章

に
な
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

故
に
最
初
か
ら
こ
う
い
う
文
言

は
、
村
長
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
個

人
保
証
を
求
め
な
い
旨
の
文
言
を

加
入
し
て
く
れ
と
言
っ
た
の
で
は

な
く
て
、
そ
も
そ
も
入
っ
て
い
た

と
い
う
の
が
事
実
で
あ
り
ま
す
。

返
還
と
、
償
還
と
い
う
言
葉
ま

で
こ
だ
わ
ら
れ
る
村
長
が
、
こ
の

よ
う
に
質
問
と
違
う
よ
う
な
文
章

で
答
え
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
ま
ず
そ
の
旨
も
含
め
て
事
実

は
文
言
を
残
し
て
欲
し
い
と
い
う

話
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
初
か
ら
こ
の
文
言
に

つ
い
て
は
提
案
の
頂
い
た
段
階
で

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
旨
は

多
分
こ
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
、
議
員
の
皆
様
も
含
め
お
知
り

お
き
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
あ
え
て
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、

担
保
物
件
を
提
供
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
動
揺
し
て
お
っ
た
取
締
役
、

そ
の
取
締
役
に
こ
の
文
章
が
入
っ

た
案
も
見
せ
ま
し
た
。

見
せ
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
動
揺

は
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

更
に
そ
れ
を
削
除
さ
れ
る
と
い
う

形
に
な
っ
た
と
き
に
、
言
っ
て
い

る
よ
り
意
味
が
無
い
の
で
あ
れ

ば
、
入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
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で
、
更
に
動
揺
を
招
か
な
い
た
め

に
、
お
願
い
を
し
た
経
緯
が
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
の
辺
を
よ
く
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
内
容
的

に
は
全
く
有
利
に
な
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
６
月
に
き

ち
ん
と
村
長
言
っ
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
の
認

識
と
先
ほ
ど
の
話
で
は
ど
う
も
違

い
が
出
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

の
で
、
再
度
簡
潔
に
お
願
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
番
目
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

賃
貸
収
入
及
び
貸
付
利
息
、
こ
れ

ら
を
ど
れ
だ
け
得
て
い
た
だ
い
た

か
と
い
う
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
、
あ
る

程
度
お
答
え
を
頂
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
一
切
支
払
い
を
怠
っ
た
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
確
か
に

23
年
度
分
に
つ
い
て
の
賃
貸
収
入

に
お
き
ま
し
て
は
、
減
免
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

24
年
度
分
に
つ
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
は
無
償
契
約
を
締
結
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
無
償
契
約
を
締
結
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
り
も

せ
ず
、
村
長
は
９
月
開
催
の
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
件
も
債
権

と
し
て
考
え
て
い
る
と
、
先
ほ
ど

言
い
ま
し
た
７
０
万
円
、
と
い
う

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

無
償
契
約
を
締
結
し
た
ご
当
人

が
、
債
権
と
し
て
考
え
て
い
る
と

い
う
の
が
、
私
に
は
当
然
理
解
も

出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
辺
を
も
う
一
度
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
答

弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
勘
違
い
を
さ

れ
て
い
る
と
お
り
で
す
け
れ
ど
も
、

４
月
23
日
と
５
月
に
入
り
ま
し
て

か
ら
、
臨
時
の
株
主
総
会
の
開
催

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ

ど
村
長
が
述
べ
た
分
に
つ
い
て
は
、

同
意
を
す
る
分
も
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
私
が
聞
い
て
お
る
の
は
、

村
側
か
ら
そ
の
後
に
つ
い
て
返
答

が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
会
社
と
し
て

話
し
合
い
を
請
求
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

端
的
に
も
う
一
度
お
答
え
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

臨
時
総
会
等
の
開
催
日
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
４
月
23
日
、
い
わ

ゆ
る
通
常
総
会
前
の
臨
時
株
主
総

会
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
ご
指
摘

で
し
た
の
で
、
大
変
失
礼
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時

の
オ
ン
ワ
ー
ド
と
の
交
渉
状
況
な

り
、
そ
れ
ら
の
会
社
状
況
等
の
説

明
で
は
な
か
っ
た
か
な
と
記
憶
す

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

そ
の
４
月
23
日
時
点
で
、
代
表
取

締
役
が
代
わ
る
な
ど
と
い
う
よ
う

な
話
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
私
の
答
弁
が
違
う
日
に
ち

を
さ
し
て
散
会
と
い
う
部
分
を

言
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
追
加
保
証
、
個
人
保

証
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

の
担
保
物
件
を
求
め
ら
れ
た
こ
と

に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
取

締
役
が
非
常
に
動
揺
し
た
と
い
う

お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
先

ほ
ど
の
答
弁
の
中
で
も
申
し
上
げ

ま
し
た
と
お
り
、
昨
年
の
第
１
回

定
例
会
予
算
特
別
委
員
会
等
の
中

で
私
自
身
、
こ
の
３
，
８
０
０
万

円
予
算
審
議
さ
れ
た
貸
付
等
に

あ
た
っ
て
の
部
分
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
方
法
を
求
め
て
行
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
話
の
中
で
、
私

は
社
長
の
、
い
わ
ゆ
る
代
表
取

締
役
の
や
る
気
・
責
任
等
を
形

と
し
て
表
し
て
い
た
だ
く
旨
の
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
休
憩
中
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
代
表
取

締
役
で
あ
っ
た
、
貴
方
自
身
も
会

社
を
ず
っ
と
継
続
運
営
し
て
い
く

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

正
式
に
は
３
月
20
日
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
当
時
代

表
取
締
役
だ
っ
た
貴
方
自
身
に
対

し
て
、
３
，
８
０
０
万
円
の
貸
付

に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
形
を
示
し

て
い
た
だ
く
。
や
る
気
・
責
任
等

を
示
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
個
人
資
産

の
担
保
物
件
と
し
て
の
提
供
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
、
抵
当
権
等
の
担
保
物

件
に
見
合
い
の
金
額
に
し
て
欲

し
い
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
伴
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
保
証
人
と
し
て
の

責
務
は
免
除
に
な
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
よ
う

な
話
が
そ
の
後
出
た
も
の
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
取
締
役
の
皆
さ
ん

が
、
懸
念
さ
れ
た
よ
う
な
こ
と
に

は
ち
ょ
っ
と
意
味
合
い
と
し
て
は

他
の
代
表
取
締
役
以
外
の
取
締
役

の
皆
さ
ん
が
、
担
保
物
件
を
自
分

た
ち
に
何
か
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
何
か
追
加
的
な
も
の
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
個

人
的
に
何
か
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
個
人
保
証
も
含
め
て
、

そ
う
い
う
こ
と
を
懸
念
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ち
ょ
っ

と
、
き
ち
っ
と
し
た
説
明
が
不
足

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思

う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
で
追
加
保
証
で
あ
る
か
、

個
人
保
証
で
あ
る
か
、
言
葉
の
取

り
扱
い
等
の
こ
と
も
、
話
出
て
い

ま
し
た
が
、
要
は
何
も
そ
う
い
う

個
人
に
対
し
て
の
も
の
な
り
、
取

締
役
に
対
し
て
の
保
証
等
を
求
め

て
い
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
と
私
は
判
断

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
当
然

借
り
手
側
に
と
っ
て
非
常
に
有
利

な
も
の
で
あ
り
、
貸
し
手
側
に

と
っ
て
は
不
利
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
、
こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
い
か
な
る
場
合
を
持
っ
て
し

て
も
、
変
わ
ら
な
い
も
の
で
は
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
い
わ
ゆ
る
家
賃
の

７
０
万
円
の
賃
貸
料
の
件
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
経
営
が

行
わ
れ
て
い
る
状
態
で
、
収
益
が

上
が
ら
な
か
っ
た
場
合
と
い
う
但

し
書
き
と
い
い
ま
す
か
、
一
定
条

件
を
付
し
た
上
で
の
部
分
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
以
前
の
段
階
と

し
て
会
社
が
も
う
財
団
に
渡
っ
て

い
く
、
昨
年
の
４
月
27
日
以
降
の

動
き
で
言
い
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る

通
常
の
経
営
状
況
と
い
う
に
は
、
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私
は
何
か
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な

い
雰
囲
気
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当

然
、
家
賃
と
し
て
の
債
権
債
務
の

関
係
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
い

る
と
、
私
は
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

質
問
の
最
初
に
「
昨
年
12
月
20

日
頃
、
突
然
に
前
も
っ
て
の
話
し

合
い
が
無
い
中
、
村
代
理
人
よ
り

連
絡
が
あ
り
早
々
に
お
会
い
し
、

会
談
を
い
た
し
ま
し
た
。
」
と
あ

り
ま
す
が
、
村
は
昨
年
４
月
27
日

に
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
へ
運
転
資
金

と
し
て
貸
付
実
行
し
ま
し
た
１
，

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
返
還
通

知
に
よ
る
返
還
時
期
を
過
ぎ
て
も

返
還
を
し
な
い
ま
ま
、
借
り
手
で

あ
る
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
が
破
産
申

立
を
行
い
、
破
産
手
続
き
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
当

該
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
に
基
づ

き
、
担
保
物
件
の
抵
当
権
の
更
新

に
あ
た
り
、
債
権
執
行
を
保
全
す

る
た
め
担
保
抵
当
権
債
務
者
で
あ

る
貴
方
の
所
有
す
る
、
担
保
物
件

以
外
の
不
動
産
を
、
仮
に
差
し
押

さ
え
る
申
立
を
函
館
地
方
裁
判
所

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
昨
年
11
月
26

日
付
で
仮
差
押
決
定
が
下
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
同
年
の
11
月
30
日
付

で
村
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
の
書

面
に
よ
り
通
知
を
貴
方
宛
に
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

通
知
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
仮
差
押
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
、

通
知
人
が
１
，
１
０
０
万
円
の
損

害
賠
償
請
求
債
権
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
１
，
１
０
０
万
円
の
弁
済

に
か
か
る
お
願
い
、
担
保
権
実
行

の
準
備
中
で
あ
る
こ
と
、
弁
済
に

関
す
る
意
向
確
認
、
弁
済
意
向
が

無
い
場
合
の
法
的
措
置
、
本
件
に

関
す
る
連
絡
先
、
概
ね
以
上
７
点

ほ
ど
の
内
容
で
あ
り
、
質
問
で
12

月
20
日
頃
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
12
月
17
日
、
貴
方
が
直
接
村

代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
を
訪
ね
て

き
て
、
代
理
人
と
の
面
談
に
お
い

て
、
最
終
的
に
は
弁
護
士
と
相
談

の
上
、
最
終
的
な
意
向
を
回
答
と

し
て
連
絡
し
た
い
旨
、
話
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
面
談
し

た
村
代
理
人
の
弁
護
士
よ
り
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昨
年
12
月
26
日
付
に

よ
り
、
貴
方
の
代
理
人
で
あ
る
弁

護
士
か
ら
、
村
代
理
人
弁
護
士
宛

に
、
書
面
に
よ
り
貴
方
の
主
張

す
る
内
容
説
明
及
び
結
論
と
し

て
、
１
，
１
０
０
万
円
の
う
ち
、

９
１
６
万
円
を
任
意
に
弁
済
す
る

こ
と
を
も
っ
て
本
件
を
解
決
し
た

い
旨
の
和
解
案
が
、
貴
方
の
代
理

人
か
ら
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
和
解
に
あ
た
っ
て
、
地

方
自
治
体
の
場
合
は
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
12
号
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
案
件
と

な
っ
て
お
り
、
議
決
後
で
な
け
れ

ば
和
解
は
で
き
な
い
、
成
立
し
な

い
案
件
で
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
開
始
冒
頭
に
議
長

か
ら
本
定
例
会
に
お
い
て
、
和
解

に
関
す
る
議
案
提
出
の
予
定
が
あ

る
旨
話
が
あ
り
ま
し
た
。
村
と
貴

方
と
の
和
解
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
は
大
変
に
微
妙
な
と
き
で
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
和
解
の
件
に
関

し
ま
す
本
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
以
上
の
答
弁
を
差
し
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
理

解
願
い
ま
し
て
、
答
弁
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤（
伴
）議
員

今
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

内
容
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、

11
月
26
日
付
の
仮
差
押
等
に
つ
い

て
は
、
そ
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
は
先
に
頂
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
通
知
と
し
て
頂
き
ま

し
た
文
章
、
こ
れ
は
12
月
５
日
付

け
で
発
送
さ
れ
て
お
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
私
も
見
た
の
は
そ
の

12
月
20
日
頃
で
あ
っ
て
、
届
い
た

の
は
も
う
少
し
早
い
時
期
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
12
月
20
日

頃
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
で
、
こ
の

よ
う
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
今
回
こ
の
質
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
ま
し
て
、

代
理
人
に
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
時
期
に
こ

う
い
う
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
が
適
当
か
ど
う
か
、
と
い
う
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
全
く
問
題
は
無
い
と
、

そ
の
中
身
に
つ
い
て
触
れ
る
わ
け

で
も
な
い
し
、
全
く
別
件
の
案
件

で
あ
る
の
で
、
問
題
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
お
聞
き
を
し
、
今
日
の

質
問
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

８
日
に
提
出
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
村
長
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

微
妙
な
時
期
と
い
わ
れ
る
の
が
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
判
り
ま
せ
ん

し
、
６
日
開
催
の
議
会
の
議
決
を

和解の件

問
　昨年12月20日頃、突然に前もっての話し合いが無い中、

村代理人より連絡があり早々にお会いし会談をいたしまし

た。

　お話を受け、12月26日に「損害賠償請求に応じる事は出

来ないが、早期解決の為、任意に一部弁済する」として速

やかに解答させていただきました。村長はこの件を本年１

月22日、２月12日、22日と３回、議会全員協議会にて意見

聴取をされ、任意の一部弁済をもって和解に基本的に応じ

るが、本決定は３月６日開催の議会の議決を得てからとの

事でしたが、議案提出を見送った理由について伺います。

　又、議会議決を得ない中、３月５日に和解同意の申し入

れがありましたが、私には不可解の為、併せて伺います。

佐　藤　伴　則　議員
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得
て
と
、
い
う
ご
返
答
を
頂
い
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
６
日
に

は
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
全
く
理
解
で
き
な

い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
議
決

を
必
要
と
し
て
い
な
い
と
い
う
理

解
で
３
月
６
日
に
同
意
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
も
全
く

わ
か
ら
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
の
同
意
が
必
要
な
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
前
に
き
ち
っ
と
同
意

を
と
っ
て
、
５
日
に
申
し
入
れ
が

あ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
し
、
逆
に
こ
れ
は
議
会
に

対
し
て
非
常
に
不
信
感
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
よ
う
に

理
解
を
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
方
か
ら
は
こ
れ
も

代
理
人
と
も
相
談
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
約
３
週

間
余
り
で
ご
返
答
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

最
終
的
に
３
月
５
日
ま
で
の
間

に
村
側
か
ら
の
ご
返
答
は
、
約

２
ヶ
月
に
亘
る
時
間
を
要
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、

そ
の
辺
の
間
隔
も
含
め
ま
し
て
、

再
度
同
じ
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

先
ほ
ど
の
ま
ず
１
点
目
、
通
知

は
う
ち
の
代
理
人
の
ほ
う
か
ら
の

通
知
文
章
の
コ
ピ
ー
あ
り
ま
す

が
、
送
致
さ
れ
た
日
が
何
日
か
は

ち
ょ
っ
と
あ
れ
で
す
け
れ
ど
も
、

11
月
30
日
付
の
通
知
文
と
し
て
、

そ
ち
ら
の
ほ
う
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
６
日
の
議
会
に
提
出
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
何
を

持
っ
て
し
て
そ
う
い
う
言
わ
れ
方

に
な
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し

て
も
、
代
理
人
同
士
に
お
け
る
事

前
協
議
等
々
に
基
づ
く
こ
と
が
終

了
し
な
い
限
り
、
私
と
し
て
は
議

会
に
提
出
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
し
て
や
、
開
催
当
初
に
議
案

と
し
て
配
付
し
た
場
合
、
そ
れ
が

整
わ
な
い
で
議
決
議
案
と
し
て
取

り
下
げ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
は
一
事
不
再
議
と
な
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
こ
の
議
会
開
催
中
に
は

二
度
と
同
じ
も
の
は
出
せ
な
い
形

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

非
常
に
慎
重
を
期
す
る
議
案
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
あ
る
が
故
に
、
一
般
質
問
の

冒
頭
に
議
長
の
ほ
う
か
ら
も
お
話

が
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
本
件
に

関
し
て
は
予
定
し
て
い
る
と
い
う

話
で
あ
り
、
こ
れ
は
追
加
日
程
と

し
て
の
議
案
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
ふ
う
に
、
当
然
理
解
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

６
日
に
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
、
告
示
段
階
に
提
出
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
議
案
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
最
低
で
も
４
日
前
の
告
示

段
階
に
は
そ
れ
ら
が
全
て
整
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
話
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
し
て
や
、
議
決
は
し
た
が
、

そ
れ
が
そ
の
後
負
担
に
な
っ
た
と

な
れ
ば
、
議
決
し
た
議
会
同
意
を

頂
い
た
案
件
が
宙
に
浮
い
て
し
ま

う
形
に
な
る
と
い
う
、
大
変
極
め

て
重
大
な
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
、

非
常
に
微
妙
な
議
案
で
あ
る
と
い

う
事
も
、
全
て
の
こ
と
を
前
議
長

で
あ
る
貴
方
が
当
然
ご
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
こ
の
質
問
に

つ
き
ま
し
て
は
、
再
質
問
に
つ
き

ま
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
澤
村
長

１
点
目
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
私
の
後
援
会
幹
部
の
、
ど

な
た
が
そ
の
様
な
話
を
さ
れ
た
の

か
ち
ょ
っ
と
存
じ
ま
せ
ん
が
、
島

牧
に
家
を
持
ち
、
島
牧
に
骨
を
埋

め
る
考
え
が
あ
る
か
、
と
の
私
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
立
ち
入
る
質
問

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
自
身
、

平成25年度
村政執行方針を拝聴して

問
①�「ふる里島牧」この言葉が例年通り用いられております

が、村長後援会幹部からも、それならば「島牧に自宅を

建て島牧村の首長として村政に専念しながらその責任を

果たし、村発展に対し強い意志とやる気を具体的に示し

てほしい」と聞いておりますが、島牧に家を持ち島牧に

骨を埋めるお考えがあるか伺います。

②�執行方針の冒頭に、国内情勢で自公連立内閣が誕生し、

長引く景気低迷からの脱却を目指した経済政策につき不

透明感を示されておりますが、国の経済政策が地方とり

わけ本村のような地域に波及するまでには、相当の年月

を要すると考えます。今、地方自治体ごとの格差が取り

ざたされる時代にあり、本村経済力が急激に低迷する中、

国からの受け身の体質を脱却し村独自で大胆な経済政策

が必要と考えますが、執行方針の中において25年度は私

には具体的政策が無い様に感じられますが、御所見を伺

います。

佐　藤　伴　則　議員
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島
牧
に
骨
を
埋
め
る
べ
く
村
内
に

早
く
自
宅
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

島
牧
村
に
移
り
住
ん
で
、
は
や

38
年
が
経
つ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
島
牧
の
地
は
、
私
に
と
っ
て

も
私
の
家
族
に
と
っ
て
も
大
切
な

ふ
る
さ
と
で
あ
り
ま
す
事
、
申
し

添
え
さ
せ
て
１
点
目
の
答
弁
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
点
目
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
国
か
ら
の
受
け
身

の
体
質
を
脱
却
し
、
村
独
自
で
大

胆
な
経
済
政
策
が
必
要
で
あ
る
が
、

平
成
25
年
度
予
算
に
具
体
的
政
策

が
無
い
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
。私

は
、
第
四
次
総
合
計
画
に
お

い
て｢

活
力
い
っ
ぱ
い
の
村｣

・

｢

中
小
企
業
の
力
を
村
づ
く
り
に

活
か
す｣

こ
と
を
申
し
述
べ
、
地

域
振
興
の
基
礎
と
な
る
「
産
業
の

活
性
化
」
こ
そ
推
進
す
べ
き
と
の

考
え
に
基
づ
き
、
第
１
次
産
業
で

あ
り
ま
す
水
産
業
・
農
業
を
中
心

に
振
興
策
を
図
り
、
さ
ら
に
観
光

産
業
と
結
び
つ
け
た
、
い
わ
ゆ
る

第
６
次
産
業
化
と
申
し
ま
す
か
、

こ
の
よ
う
な
産
業
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
回
復
の
兆
し
が
見
え
始

め
た
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
先
行
不
透
明
な
社
会
経

済
、
そ
し
て
国
か
ら
厳
し
い
対
応

が
想
定
さ
れ
る
地
方
財
政
の
状
況

に
あ
っ
て
、
地
に
足
が
つ
い
た
目

立
た
な
く
と
も
着
実
な
村
づ
く
り
、

ま
さ
に
『
小
さ
く
と
も
輝
く
村
づ

く
り
』
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
産
業
振
興
の
基
本
は
、

何
と
言
っ
て
も
「
水
産
業
」
で
あ

り
、
小
規
模
な
が
ら
も
「
農
業
」

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
産
業
に
対

す
る
基
盤
を
整
備
し
、
ま
た
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の

振
興
が
図
ら
れ
、
雇
用
の
場
が
確

保
で
き
る
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
見
合
っ

た
経
済
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

佐
藤（
伴
）議
員

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
立
ち
入
る
部

分
と
い
う
言
葉
が
冒
頭
ご
ざ
い
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
村

長
と
い
う
お
立
場
を
持
っ
て
し
て
、

そ
の
や
る
気
と
意
志
を
示
さ
れ
る

と
い
う
の
は
重
要
で
は
な
い
か
な

と
考
え
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
他
人
に
求
め
る

こ
と
が
実
際
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

の
で
、
私
は
個
人
的
に
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
必
要
な
い
と
考
え
ま

す
。し

か
し
今
、
個
人
名
は
あ
え
て

出
す
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

実
際
に
耳
に
入
っ
て
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
後
援
会
の
幹
部
の
方
々

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
発
言
が
出
な

い
よ
う
に
、
今
後
ま
す
ま
す
村
政

に
尽
力
を
頂
い
て
、
そ
の
よ
う
な

方
々
に
も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
必

要
な
い
と
、
十
分
や
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

ご
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
す
。

明
確
に
ご
答
弁
を
い
た
だ
け
な

か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２
番
目
に
つ
い
て
は
、
私
は
今
、

村
長
が
ご
答
弁
頂
き
ま
し
た
よ
う

に
、
執
行
方
針
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
も
抽
象
論
で
構
わ
な
い
と
思

う
の
で
す
が
、
各
政
策
を
見
ま
し

て
も
村
長
ら
し
く
な
い
よ
う
な
、

昨
年
度
の
執
行
方
針
を
見
比
べ
て

み
て
い
た
だ
け
れ
ば
判
る
と
思
う

の
で
す
が
、
文
言
も
殆
ど
同
じ
で

あ
り
ま
す
し
、
目
だ
っ
た
政
策
と

い
う
も
の
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

抽
象
論
は
抽
象
論
で
結
構
だ
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に

疲
弊
し
た
経
済
状
況
を
招
い
て
い

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
具

体
的
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
て

然
り
で
は
な
い
か
な
と
、
こ
の
よ

う
に
考
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

具
体
的
な
も
の
を
１
つ
で
も
２
つ

で
も
、
あ
っ
た
ら
ご
案
内
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
お
答
え
を
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

藤
澤
村
長

具
体
的
に
何
か
示
せ
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本

年
度
の
実
施
予
定
事
業
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
等

の
中
で
ま
た
議
論
さ
れ
る
部
分
か

な
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
非
常
に
、
今

後
の
先
行
き
等
の
見
通
し
を
立
て

な
が
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
補
正

予
算
等
を
持
っ
て
し
て
、
年
度
途

中
で
あ
っ
て
も
、
行
う
べ
き
も
の

は
行
っ
て
い
く
考
え
方
を
も
っ
て

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
ら
の
様
々
な
調
査
等
の
時

期
、
ま
た
様
々
な
事
業
実
施
に
当

た
っ
て
の
助
成
時
期
等
と
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
の
具
体
的
な
も
の
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
も
う
少
し
明
確

化
し
ま
し
た
ら
お
示
し
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤（
伴
）議
員

時
期
に
よ
っ
て
何
か
出
て
き
た

ら
示
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は

そ
ん
な
悠
長
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
場
合
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
し
、
様
々
各
事
業
を
営
ん
で
い

る
方
々
の
状
況
、
お
話
を
聞
い
て

い
ま
し
て
も
、
非
常
に
苦
し
い
と

い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

し
、
本
村
の
み
な
ら
ず
、
私
は
中

央
市
場
等
に
出
入
り
し
て
お
り
ま

す
関
係
上
か
ら
も
、
様
々
に
大
市

況
を
含
め
た
状
況
を
聞
い
て
お
り

ま
す
と
、
大
市
況
で
す
ら
非
常
に

厳
し
い
と
い
う
言
葉
が
最
近
よ
く

出
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

早
い
段
階
で
あ
る
程
度
話
が
見
え

る
よ
う
な
施
策
を
打
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
ご
要
望

申
し
上
げ
て
、
こ
の
質
問
に
つ
い

て
は
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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藤
澤
村
長

国
民
健
康
保
険
並
び
に
介
護
保

険
事
業
に
つ
い
て
、
蘭
越
町
で

行
っ
て
い
る
よ
う
な
算
定
方
法
を

用
い
て
単
独
で
行
っ
た
場
合
と
、

現
状
を
比
較
し
た
数
値
等
を
住
民

周
知
し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
質
問

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
、
国
民

健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

共
同
で
処
理
す
る
事
務
の
流
れ
や

資
格
管
理
等
の
連
携
も
軌
道
に
乗

り
、
広
域
連
合
と
町
村
の
事
務
分

担
が
明
確
と
な
り
、
効
率
的
に
事

務
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

事
務
の
軽
減
に
つ
き
ま
し
て
も
、

レ
セ
プ
ト
点
検
、
国
保
連
合
会
や

被
保
険
者
へ
の
給
付
、
支
援
金
等

拠
出
金
の
支
払
、
交
付
金
収
納
事

務
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
煩
雑
な

処
理
を
要
す
る
事
務
や
、
一
時
的

に
集
中
し
て
多
忙
を
極
め
て
い
た

調
整
交
付
金
や
国
庫
・
道
負
担
金

の
申
請
、
実
績
報
告
事
務
の
ほ
ぼ

全
て
が
広
域
連
合
に
業
務
移
行
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
元
に
蘭
越

町
の
内
部
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ

た
算
定
方
法
を
参
考
に
、
加
盟
前

と
比
較
し
ま
す
と
全
体
事
業
量
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
５
割
ほ
ど

ま
で
軽
減
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
介
護
保
険
料
の
賦
課

徴
収
業
務
や
被
保
険
者
の
資
格
管

理
業
務
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

支
給
業
務
、
国
保
連
給
付
費
支
払

業
務
、
国
・
道
費
交
付
金
申
請
等
、

会
計
管
理
業
務
等
が
広
域
連
合
に

業
務
移
行
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
本
事
業
も
蘭
越
町
の
算
定
方
法

を
参
考
に
加
盟
前
と
比
較
し
ま
す

と
、
こ
れ
も
全
体
事
業
量
の
65

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
は
軽
減
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
質
問
者
の
言

わ
れ
る
蘭
越
町
で
行
っ
て
い
る
方

法
を
参
考
に
算
定
し
た
結
果
、
国

民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
と
も
に

広
域
連
合
へ
の
加
盟
効
果
が
得
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
蘭
越
町
の
行
っ
て
い
る

算
定
数
値
は
業
務
日
数
に
基
づ
く

比
較
で
あ
り
、
分
賦
金
や
負
担
金

で
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
経
費
区

分
が
困
難
と
の
こ
と
で
蘭
越
町
で

も
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
日
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
も
っ
て
、
経
費
が
削
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
と
理
解
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
加
盟
４
年
を
経
て
、

後
志
広
域
連
合
へ
の
加
盟
効
果
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
状
況
で

業
務
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
住
民
周

知
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
時
点
で
は
行
わ
な
い
考
え
で
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
２
点
目
の
各
町
村
が
独

自
の
方
針
で
、
別
々
の
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
、
差
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
負
担
だ
け
を
統
一
す
る
こ

と
は
一
方
的
な
行
政
都
合
で
は
な

い
か
と
の
ご
指
摘
・
ご
質
問
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
最
初
に
国
保
税
の

統
一
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
検
討
時
期
に
つ
い
て
は
ま

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

次
に
介
護
保
険
料
の
均
一
化
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

厚
生
労
働
省
の
指
導
に
よ
り
ま
し

て
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、

第
６
期
と
い
い
ま
す
と
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３
ケ

年
間
を
意
味
し
ま
す
が
、
こ
の
第

６
期
か
ら
統
一
し
た
保
険
料
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

後
志
広
域
連
合
で
は
去
る
２
月
13

日
に
「
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
、
サ
ー
ビ
ス

専
門
部
会
、
統
一
保
険
料
の
専
門

部
会
等
、
５
部
門
の
専
門
部
会
を

設
置
し
て
構
成
町
村
間
の
バ
ラ
ン

ス
、
課
題
等
の
検
討
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

保
険
料
の
均
一
化
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

各
種
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
医
療

保
険
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
全
道
・

全
国
で
提
供
を
受
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
後
志
管
内
で
は
概
ね
全

て
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
あ
り
ま
し
て
は
、
諸
般

の
事
情
か
ら
特
養
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
施
設
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
我
が
村

で
利
用
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

寿
都
町
・
黒
松
内
町
な
ど
近
隣
町

村
で
提
供
を
受
け
ら
れ
る
環
境
に

あ
り
、
ま
た
他
自
治
体
と
比
較
し

て
も
遜
色
の
な
い
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
充
足
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
少
な
く
と
も
本
村
に
と

り
ま
し
て
は
介
護
保
険
料
の
均
一

国民健康保険事業、
介護保険事業

　これら２事業は当村の様に後志広域連合に参加している自治

体は、多くの部分が広域連合にて運営をされております。以前

からお願いしている事ではありますが、蘭越町で行っている様

に独自で行った場合と現状の比較を数値等含めて村民各位に示

すべきであると考えます。

　又、広域連合では近々、利用者負担つまり国保税、介護保険

料を後志全体一律にする計画でありますが、管内各町村がそれ

ぞれ独自の方針をもち、別々のサービスを展開しそこに差のあ

る中、負担だけを先行して統一される事は、一方的な行政都合

となると考えますが所見を伺います。

問

佐　藤　伴　則　議員
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化
の
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、
行
政
都
合
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤（
伴
）議
員

ま
ず
２
点
目
の
ほ
う
か
ら
、
十

分
に
近
隣
町
村
等
々
に
お
け
る
施

設
等
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
含

め
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
そ
れ

ほ
ど
偏
っ
た
不
便
を
与
え
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私

も
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

広
域
連
合
の
中
で
検
討
さ
れ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
お
話
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
う
い
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
課
題
と

し
て
検
討
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
ら
が
い
つ
時
期
を
区
切
っ
て
結

論
を
出
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
言
わ
れ
て
い
な
い

は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
保
税
・
介
護
保
険

料
の
管
内
参
加
町
村
の
統
一
時
期

に
つ
い
て
は
明
記
が
さ
れ
て
お
る

形
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
先
に
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
で

あ
る
と
か
、
例
え
ば
病
院
の
体
制

で
あ
る
と
か
、
介
護
保
険
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
近
隣
町
村
を
含
め

た
平
準
を
図
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
利
用
者
の
負
担
と
い
う
も
の

が
決
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
で
す

ね
、
十
分
な
ご
議
論
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
は
重
々
承
知
し
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
、
今
後
、
広
域

連
合
、
先
ほ
ど
村
長
の
部
門
に
お

い
て
協
議
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
は
お
り
ま

す
が
、
一
番
下
の
段
階
で
も
ま
だ

そ
れ
ら
の
方
向
が
出
て
い
な
い
と
、

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当

然
、
住
民
で
あ
る
方
々
か
ら
利
用

負
担
を
頂
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
中
身
を
先
に
つ
め
て

か
ら
そ
の
よ
う
な
形
で
置
か
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
蘭
越
町
で
行
っ
て
い
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
ご
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
蘭
越
町
の
や
り
方
が
よ

い
か
ど
う
か
私
は
存
じ
上
げ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
村
長
が
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
、
十
分
に
機
能
を
果
た

す
、
役
目
を
果
た
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
や
は
り
住
民
の
皆
様

に
周
知
を
し
た
ほ
う
が
、
な
お
さ

ら
そ
の
あ
と
の
展
開
に
理
解
を
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
、

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

お
手
間
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
蘭
越
町
の
も
の
を

参
考
に
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

や
は
り
適
切
な
情
報
を
与
え
、
ご

安
心
を
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
料

金
負
担
を
一
律
に
、
近
々
さ
れ
る

段
階
に
お
い
て
も
ご
理
解
が
得
ら

れ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
如
何
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
か
。

藤
澤
村
長

質
問
順
番
と
し
て
、
前
後
し
て

再
質
問
さ
れ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、

最
初
の
１
点
目
に
関
し
ま
す
蘭
越

町
の
部
分
の
こ
と
で
い
き
ま
せ
ば
、

先
ほ
ど
の
答
弁
の
中
で
も
申
し
上

げ
ま
し
た
と
お
り
、
内
部
資
料
と

し
て
の
も
の
で
あ
り
、
日
数
等
を

基
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

住
民
周
知
は
効
果
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ

で
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
住

民
へ
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
と
い
い

ま
す
か
、
情
報
の
公
開
と
い
う
こ

と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
ど
う
い
う

よ
う
な
形
で
そ
れ
を
や
る
の
が
い

い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
悩
む
、
あ
ま

り
な
じ
ま
な
い
部
分
で
な
い
か
な

と
、
悩
む
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
に
議
会
等
で
答
弁

等
も
含
め
な
が
ら
、
話
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
広
報
等
を
も
っ
て
な

ん
ら
か
の
形
で
機
会
が
あ
れ
ば
そ

う
い
う
効
果
等
も
上
が
っ
て
い
る

よ
う
な
事
も
、
示
し
て
い
く
こ
と

は
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
事
務
的
な

ベ
ー
ス
で
の
、
そ
れ
も
日
数
と
い

う
限
ら
れ
た
単
位
で
あ
る
と
い
う

事
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
２
点
目
に
な
り
ま
す

が
、
近
隣
町
村
と
の
、
私
の
聞
き

方
が
悪
い
の
か
ど
う
な
の
か
、
利

用
負
担
を
決
め
て
か
ら
云
々
と
い

う
説
明
だ
っ
た
と
、
利
用
負
担
と

い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
近
隣
町
村

と
の
施
設
等
を
利
用
し
た
場
合
の

利
用
負
担
と
い
う
意
味
じ
ゃ
な
く
、

介
護
保
険
料
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
か
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
辺
確
認
し

た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。

佐
藤（
伴
）議
員

私
が
申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、

こ
こ
に
書
い
て
い
る
と
お
り
、
国

保
税
つ
ま
り
、
国
保
を
運
営
す
る

た
め
に
住
民
が
負
担
を
す
る
部
分
、

そ
の
個
別
の
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
介
護
保
険
料
と
い
う
言
い

方
が
正
し
い
か
ど
う
か
ち
ょ
っ
と

わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
介
護

保
険
に
対
し
て
住
民
負
担
と
い
う

も
の
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
村
長
も
広
域
連
合
に

参
加
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
後
志
広
域

連
合
に
加
盟
し
て
い
る
自
治
体
は
、

近
々
、
確
か
26
か
28
で
し
た
か
村

長
、
今
ご
記
憶
に
な
い
で
す
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
の

負
担
を
年
次
的
に
は
目
標
が
定

ま
っ
て
い
て
、
そ
こ
の
中
で
統
一

を
、
そ
れ
以
降
は
統
一
を
す
る
と

い
う
目
標
が
定
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

単
純
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
国

保
税
な
り
介
護
保
険
料
と
い
う
の

で
す
か
、
介
護
保
険
税
と
い
う
の

で
す
か
、
そ
れ
ら
の
負
担
を
一
律

に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

年
度
は
き
ち
っ
と
決
っ
て
い
ま
す

よ
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い

る
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
中
身
に
つ
い
て
は
、

今
相
談
を
し
て
い
る
と
い
う
だ
け

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に

つ
い
て
は
き
ち
っ
と
年
次
が
区
切

ら
れ
て
い
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、

後
先
逆
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
い
う

こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
だ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
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藤
澤
村
長

は
い
、
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

確
認
取
れ
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
答
弁
の
中
で
も
、
そ

の
部
分
は
答
え
て
い
る
か
と
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

な
り
量
な
り
と
い
う
も
の
を
先
に
、

も
っ
と
取
組
む
べ
き
で
な
い
の
か

と
い
う
趣
旨
と
理
解
し
ま
し
た
け

れ
ど
、
そ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
村
に
は
直
接
な
い
ま
で
も
、

近
隣
町
村
等
の
施
設
等
と
の
活
用

に
よ
っ
て
十
分
、
質
量
等
々
今
は

そ
ん
な
に
格
差
は
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
具
体
的
に
言
う
と
、

介
護
保
険
料
等
が
非
常
に
う
ち
の

村
の
場
合
も
、
先
ほ
ど
第
６
期
と

言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
第
５
期

に
向
け
て
の
計
算
等
の
な
か
で
も

非
常
に
、
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
、
そ
れ
だ
け

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
と
な
る
わ

け
で
、
ひ
と
つ
の
尺
度
か
な
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
広
域
連
合
に
お

い
て
負
担
す
る
部
分
、
い
わ
ゆ
る

国
保
税
な
り
介
護
保
険
料
な
り
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
最
初
の
部
分

で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
国
保
に
つ
い
て
は
ま
だ
若
干

明
確
な
具
体
的
な
も
の
は
な
い
の

で
す
け
れ
ど
も
、
介
護
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
の
ほ
う
か
ら
の
明
確

な
指
導
の
下
に
第
６
期
か
ら
統
一

化
し
て
い
く
と
、
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

そ
れ
と
本
村
の
場
合
は
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
管
内
の

水
準
的
な
部
分
に
あ
る
と
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤（
伴
）議
員

村
長
の
ご
認
識
と
し
て
は
、
近

隣
町
村
と
の
、
そ
ん
な
に
保
険
税

に
係
わ
る
部
分
、
介
護
保
険
料
に

掛
か
る
部
分
、
そ
の
部
分
に
つ
い

て
も
近
隣
町
村
と
そ
ん
な
に
差
が

な
い
と
い
う
ご
認
識
だ
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
に
は
ど
う
も
そ
の
辺
に
つ
い

て
は
で
す
ね
、
や
は
り
今
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
医
療
体
制
含
め
、

ま
た
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
、

そ
れ
ら
の
事
業
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

結
構
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
介
護
保
険
料
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
村
の
場
合
は
事

業
を
提
供
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
見
合
っ
た
高
さ
に
は
な

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
負
担

を
概
ね
し
て
い
た
だ
く
形
が
出
来

上
が
る
前
に
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
な

る
べ
く
住
民
の
皆
さ
ん
が
介
護
保

険
等
に
よ
っ
て
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
事
業
に
つ
い
て
も
、

保
険
料
は
確
か
に
そ
ん
な
に
高
く

な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
項
目

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
提
供
を
し
、

ま
た
受
け
ら
れ
る
方
々
が
そ
こ
か

ら
選
択
を
す
る
と
い
う
自
由
な
意

思
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
体
制
の

強
化
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
以
上
で
質
問
を
終
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
答
弁
で
残
念
だ
っ
た

な
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
質
問
を
終
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

㈱
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
へ
の
貸
付

金
に
関
し
ま
す
経
緯
・
経
過
、
対

応
等
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
来
、

議
会
開
催
時
の
行
政
報
告
及
び
一

般
質
問
へ
の
答
弁
、
更
に
は
全
員

協
議
会
に
お
き
ま
し
て
申
し
述
べ

て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
も
何
度
と
無
く
申
し
上

げ
て
来
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
私

は
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
対
し
雇
用

の
場
の
維
持
・
確
保
に
向
け
、
操

業
再
開
の
た
め
可
能
な
限
り
の
協

力
・
支
援
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

結
果
、
平
成
23
年
度
に
お
け
る

設
備
購
入
費
に
係
る
産
業
振
興
基

金
貸
付
２
５
０
万
円
、
平
成
24
年

度
に
お
け
る
経
営
運
転
資
金
貸

付
１
，
１
０
０
万
円
、
合
計
１
，

３
５
０
万
円
の
貸
付
金
が
未
回
収

の
ま
ま
で
あ
り
、
ご
質
問
者
を
は

じ
め
議
員
皆
様
か
ら
厳
し
い
ご
意

見
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
貸
付
金
の
実
行

に
当
り
、
㈱
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
は
、

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
係
る
村
長
責
任
の
所
在

問
　

昨
年
４
月
に
村
か
ら
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
対
し
て
の
貸
付
金
の
問
題
が
、
こ
の
一
年
間
、
議
会

及
び
村
民
に
与
え
た
不
信
と
混
乱
は
、
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
村
長
は
こ
の

問
題
に
つ
い
て
、
自
ら
の
責
任
の
一
端
が
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

瀬 戸 川　　豊　議員
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村
か
ら
の
支
援
を
約
20
年
に
亘
り

受
け
続
け
て
き
た
会
社
で
あ
り
、

平
成
６
年
か
ら
昨
年
４
月
ま
で
の

18
年
間
、
代
表
取
締
役
を
勤
め
て

い
た
前
村
議
会
議
長
佐
藤
伴
則
氏

へ
の
信
頼
感
の
下
、
貸
付
条
件
の

最
終
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
債
権
保
全
に

係
る
貸
付
条
件
は
、
貸
し
手
側
で

あ
る
村
に
と
っ
て
万
全
を
期
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
深
く
反
省
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
行
政
執
行
責
任
者

と
し
て
そ
の
責
任
を
重
く
受
け
止

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
答
弁
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
、
村
長
か
ら
非
常
に
丁
寧
な

答
弁
、
頂
戴
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
こ
の
一
連

の
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
事
案
に
つ

い
て
、
貸
付
金
、
お
金
を
貸
す
か
、

ど
う
か
、
出
す
か
出
さ
な
い
か
と

い
う
、
そ
の
村
長
判
断
と
い
う
の

は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
先
ほ
ど
の
佐
藤
議

員
の
質
問
の
中
で
も
、
村
長
と
の

や
り
取
り
の
中
で
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
相
互
に
や
は
り
、
意
見
の

食
い
違
い
等
出
て
お
り
ま
し
た
。

少
な
く
と
も
、
私
は
、
こ
の
こ

と
は
村
長
権
限
に
お
い
て
、
貸
す

こ
と
も
出
来
る
し
、
ま
た
、
貸
さ

な
い
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
辺
の
判
断
、
そ
の
判
断
と

い
う
部
分
に
お
い
て
は
、
慎
重
な

対
応
を
当
然
す
る
べ
き
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
し
て
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
関
係
部

署
と
も
協
議
を
し
て
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
長
自
身
の

中
に
、
少
な
く
と
も
契
約
上
の
不

合
理
な
点
等
、
併
せ
て
当
時
の
社

長
に
対
す
る
不
信
、
或
い
は
疑
義

と
い
う
も
の
は
あ
っ
た
と
私
は
思

う
の
で
す
よ
。

そ
う
い
う
状
況
を
、
村
長
自
身

が
試
行
錯
誤
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
を
払

拭
し
な
い
ま
ま
に
雇
用
の
場
の
確

保
と
い
う
こ
と
を
大
前
提
に
し
な

が
ら
、
こ
の
貸
付
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
、
村
長
自
身
推
し
進
め
て

行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
今
現
在
の
こ

の
相
関
関
係
と
い
う
も
の
が
出
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
辺
つ
い
て
、
村
長
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

藤
澤
村
長

た
だ
今
の
、
ご
質
問
、
ご
指
摘
、

正
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
、
深

く
反
省
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
、
と
り
わ
け
３
月
に
は
一

緒
に
オ
ン
ワ
ー
ド
へ
出
向
き
、
オ

ン
ワ
ー
ド
と
の
交
渉
に
も
一
緒
に

臨
み
ま
し
た
。
大
変
、
オ
ン
ワ
ー

ド
さ
ん
も
、
確
か
に
厳
し
い
話
が

あ
り
ま
し
た
。

た
だ
そ
う
い
う
中
で
、
オ
ン

ワ
ー
ド
は
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
が
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
け
る

可
能
性
も
示
し
て
く
れ
て
も
お
り

ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
意
味
合
い
を
持
っ

て
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
事
に
最
終

的
に
は
全
て
答
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
ま
ま
、
ま
た
先
ほ
ど
も
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
20
年
間
に

亘
る
よ
う
な
関
係
の
中
、
結
果
と

し
て
会
社
倒
産
と
う
い
う
形
に

な
っ
て
し
ま
い
、
雇
用
の
場
を
喪

失
し
て
し
ま
っ
た
と
う
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
結
果
と
し
て
私
の
判

断
の
全
て
が
、
そ
う
い
っ
た
意
味

で
は
間
違
っ
た
判
断
結
果
で
あ
っ

た
と
、
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
の
村
長
の
発
言
で
、
非
常
に

当
時
と
し
て
は
苦
渋
の
決
断
を
し

た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
の
心
情

は
察
し
て
余
り
あ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
が

今
後
発
生
し
な
い
こ
と
を
望
み
ま

す
け
れ
ど
も
、
村
長
に
は
今
後
と

も
、
慎
重
な
対
応
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
頂
い
て
、
各
事
案
に
対
し

て
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
そ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し

て
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

消
防
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
装

備
の
充
実
を
含
む
大
局
的
な
展
望

に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
村
民
が
安
全
で
住
み
や
す

く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
消
防
支

署
と
地
域
に
密
着
し
て
い
る
消
防

団
、
並
び
に
島
牧
村
か
ら
神
恵
内

村
ま
で
の
沿
岸
７
ケ
町
村
で
構
成

す
る
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合

と
連
携
し
、
消
防
・
救
急
・
救
助

体
制
の
強
化
を
図
り
、
自
然
災
害

の
対
応
も
含
め
、
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
の
取
組
み
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

消
防
車
輌
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
度
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
水
槽
車
、
い
わ
ゆ
る
10
㌧
水
槽

車
を
、
ま
た
、
平
成
23
年
度
に
水

槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
、
こ
れ
は
泡

消
火
シ
ス
テ
ム
車
を
そ
れ
ぞ
れ
支

署
に
配
備
し
、
火
災
時
の
消
火
だ

け
で
は
な
く
、
災
害
や
事
故
発
生

時
の
給
水
活
動
等
に
も
有
効
に
活

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

消防・救急体制

問
　村長は、村政執行方針の中で、消

防・救急体制について、岩内・寿都

地方消防組合と連携を図りながら、

計画的な装備の充実を図ると述べて

いますが、今後の大局的展望につい

てお伺いします。

瀬 戸 川　　豊　議員
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消
防
団
車
輌
に
関
し
て
も
、
団

の
活
動
状
況
や
車
輌
の
老
朽
化
の

程
度
な
ど
か
ら
判
断
し
、
平
成
24

年
度
に
元
町
地
区
第
５
分
団
に
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
配
備

し
、
本
年
度
は
豊
栄
地
区
第
３
分

団
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

を
配
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

次
に
救
急
設
備
に
関
し
て
で
す

が
、
本
村
で
は
平
成
４
年
度
か
ら

日
本
消
防
協
会
よ
り
救
急
車
輌
の

寄
贈
を
受
け
て
救
急
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
平
成
５
年
に
発

生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
に

よ
っ
て
、
救
急
車
輌
も
被
害
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
よ
り
新
た
に
１
台
の
寄
贈
を
受

け
、
ま
た
被
害
車
輌
も
修
繕
を

行
っ
て
２
台
で
救
急
業
務
に
対
処

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
被
害
車
輌
が
使
用
に
耐
え
な

い
状
況
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

平
成
18
年
度
に
Ｊ
Ａ
よ
り
１
台
寄

贈
を
う
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
２
台
配
備
の
体
制
で
行

く
の
か
、
寿
都
町
や
黒
松
内
町
の

よ
う
に
１
台
体
制
で
行
く
べ
き
か

に
関
し
て
は
、
も
う
少
し
慎
重
に

検
討
し
、
ま
た
議
会
の
意
見
等
も

拝
聴
し
な
が
ら
判
断
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
本

村
の
特
殊
性
、
つ
ま
り
高
度
先
進

医
療
機
関
等
と
の
距
離
な
ど
も
考

慮
す
る
と
、
最
低
限
、
現
行
の
体

制
を
守
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
電
波
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
28
年
５
月
末
ま
で
に
消
防
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
機
器
整
備
費
用

の
低
減
化
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
岩

内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
構
成
町

村
と
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
岩
内
・
寿
都
地

方
消
防
組
合
消
防
本
部
、
島
牧
支

署
、
島
牧
消
防
団
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
体
制
の
強
化
や
設
備
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
後
こ
れ
か
ら
の
消
防
及
び
救

急
体
制
に
対
す
る
村
長
の
考
え
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
消
防

や
ら
、
救
急
に
つ
い
て
は
、
常
に

人
命
と
財
産
と
い
う
も
の
を
守
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
部
署
で
あ

り
ま
す
の
で
、
各
部
署
及
び
各
署

員
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
能
力
を
発
揮
し
て
職
務
に
付
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
救
急
を
受
け
る
こ

こ
の
車
輌
、
装
備
品
等
含
め
て
結

構
高
額
な
も
の
が
多
い
で
す
ね
、

こ
う
い
う
高
額
な
も
の
を
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
時
に
、
こ
れ
は
私
が
今

申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
将
来
に
向

け
て
将
来
的
な
展
望
を
持
っ
て
、

か
つ
計
画
的
に
こ
の
装
備
を
し
て

い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
事

案
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に
購
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
或
い
は
処

分
す
る
備
品
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら

は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
、
消
防
組

合
等
の
話
し
合
い
、或
い
は
岩
内
・

寿
都
地
方
消
防
組
合
、
そ
う
い
う

組
合
同
士
の
話
し
合
い
、
或
い
は

納
入
す
る
車
輌
等
の
地
域
の
中
に

お
け
る
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
な
が

ら
、
要
す
る
に
計
画
的
に
そ
う
い

う
こ
と
が
話
し
合
い
を
さ
れ
な
が

ら
、
装
備
の
充
実
を
し
て
い
る
も

の
な
の
か
、そ
れ
と
も
あ
く
ま
で
も
、

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
の
ほ

う
に
所
属
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

車
輌
及
び
備
品
そ
の
他
諸
々
に
つ

い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
村
独
自
で

考
え
て
対
応
し
て
い
っ
て
い
い
も

の
な
の
か
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

▲岩内・寿都地方消防組合島牧支署
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藤
澤
村
長

そ
の
辺
の
整
備
の
あ
り
よ
う
と

い
い
ま
す
か
、
計
画
的
な
も
の
と

い
い
ま
す
か
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
体
的
な
、
ど
う
い
う

整
備
が
必
要
で
あ
る
か
云
々
と
か

と
い
う
の
は
あ
る
程
度
、
そ
う
い

う
機
会
が
あ
る
か
と
、
そ
れ
ら
を

い
か
に
具
体
的
に
、
い
つ
じ
ゃ
あ

ど
う
い
う
も
の
を
購
入
し
て
い
く

か
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
経
費
負

担
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
す
る

自
治
体
等
が
判
断
し
て
い
く
も
の

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

本
村
の
平
成
22
年
以
降
、
今

色
々
ご
指
摘
あ
っ
た
と
お
り
、
将

来
的
な
展
望
と
い
い
ま
す
か
、
装

備
を
し
て
い
く
、
計
画
的
な
も
の

と
い
う
の
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
支
署

等
と
も
含
め
て
協
議
し
な
が
ら
、

消
防
団
の
ご
意
見
等
も
お
聞
き
し

な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
支
署
へ
の
車

輌
配
備
、
ま
た
消
防
団
へ
の
配
備

車
輌
等
の
計
画
を
一
応
立
て
て
は

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
消
防
団
の
特
に
車
輌
に

つ
い
て
は
、
か
な
り
経
過
年
数

経
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
で
す
。

走
行
距
離
は
確
か
に
短
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
経

過
の
経
っ
て
い
る
車
が
多
い
で
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
計
画
通
り
に

ち
ょ
っ
と
進
め
な
い
で
、
確
か
１

年
ほ
ど
計
画
よ
り
も
前
倒
し
で
は

な
く
て
、
逆
に
遅
れ
て
い
る
よ
う

な
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

大
変
申
し
訳
な
い
な
と
、
思
い

な
が
ら
。

そ
れ
ぞ
れ
の
今
度
、
整
備
車
輌

等
も
高
額
な
も
の
と
い
う
ご
指
摘

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
確
か
に
近
年
、

消
防
車
輌
等
も
非
常
に
高
度
化
が

進
ん
で
お
り
ま
し
て
、
上
を
見
れ

ば
き
り
が
な
い
状
況
で
は
ご
ざ
い

ま
す
。

本
村
も
、
非
常
に
水
道
管
等
も

古
い
た
め
、
あ
ま
り
圧
を
か
け
て

吸
い
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
部

分
等
も
あ
っ
た
り
し
て
、
ま
た
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
活
用
し
て
ま
す
け

れ
ど
も
、
水
道
の
断
水
等
の
時
の

対
応
等
、
様
々
な
こ
と
を
考
慮
し

て
、
10
㌧
水
槽
車
等
も
入
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
最

小
必
要
限
の
村
に
と
っ
て
有
効
活

用
を
図
れ
る
よ
う
な
形
で
、
投
資

す
る
と
き
に
は
あ
と
わ
ず
か
そ
の

金
額
差
で
後
か
ら
後
悔
の
な
い
よ

う
に
、
装
備
を
す
す
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

だ
い
ぶ
状
況
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。

毎
回
、
年
度
予
算
の
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
各
部
署
で

予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
ど
の
部
署
も
大
事

な
部
署
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
こ

を
増
や
し
て
ど
こ
を
削
っ
て
と
、

こ
れ
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。

言
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
何
分

に
も
や
は
り
、
端
的
に
言
え
ば
、

特
に
車
輌
に
関
し
て
言
え
ば
高
額

な
も
の
で
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
は

や
は
り
今
後
適
時
に
対
応
さ
れ
る

こ
と
を
、
私
は
期
待
し
て
お
り
ま

す
。そ

の
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
し
て
、

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
終
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

観
光
産
業
の
振
興
に
あ
た
り
ま

し
て
、「
賀
老
の
滝
」・「
ブ
ナ
原

生
林
」
周
辺
の
環
境
整
備
に
加
え
、

「
歌
島
高
原
」
並
び
に
「
歌
島
沼
」

を
念
頭
に
入
れ
整
備
を
進
め
て
は

い
か
が
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
島
牧
村
に
は
、
本
村
特
有

の
地
形
・
気
候
に
よ
り
育
ま
れ
た

数
多
く
の
景
観
地
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
た
だ
い
ま
の
「
歌
島
高
原
」

は
も
と
よ
り「
泊
川
渓
谷
の
紅
葉
」

や
「
本
目
灯
台
」
、「
賀
老
の
滝
」

な
ど
数
え
ま
し
た
ら
枚
挙
が
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
観
光
資
源
と
し

て
活
用
可
能
な
も
の
ば
か
り
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
村
の
施

策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
「
賀
老

高
原
」
を
中
心
と
し
た
観
光
開
発

に
主
体
を
置
き
、
賀
老
の
滝
の
遊

歩
道
や
狩
場
山
登
山
口
ま
で
の
舗

装
整
備
、
各
種
観
光
看
板
の
整
備

な
ど
環
境
整
備
の
た
め
集
中
投
資

し
て
い
る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
歌
島
高
原
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
牧
村
を
一
望
で
き
る
展
望
台
と

し
て
の
活
用
、
ま
た
平
成
15
年
度

か
ら
民
間
団
体
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大

会
の
会
場
と
し
て
の
利
用
等
の
た

め
、
村
道
歌
島
高
原
通
線
の
維
持

管
理
に
留
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

積
極
的
な
観
光
開
発
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
歌
島
沼
」
の
周
辺
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
８
年

度
に
村
観
光
協
会
が
土
地
所
有
者

と
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
て
、
無
償

で
土
地
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

草
花
を
植
え
環
境
整
備
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成

12
年
を
最
後
に
維
持
管
理
は
行
わ

　村長は、村政執行方針の中で、観光産業の振

興のために「賀老の滝」「ブナ原生林」周辺の

環境整備を進めるとありますが、これらの振興

策に歌島高原及び歌島沼の環境整備も念頭に入

れての対策は考えられないものかお伺いします。

問

観光振興対策
瀬 戸 川　　豊　議員
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れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

村
観
光
協
会
と
し
て
は
、
今
後

も
整
備
を
行
う
予
定
が
な
い
こ
と
、

ま
た
土
地
所
有
者
か
ら
土
地
の
覚

書
に
基
づ
く
土
地
の
返
却
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、

平
成
23
年
度
に
土
地
所
有
者
に
対

し
覚
書
の
解
除
を
通
知
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
村
に
お
き
ま
し
て
も
取

り
付
け
道
路
の
整
備
や
、
維
持
管

理
費
が
多
大
に
な
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
は
残
念
な
が
ら
予
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
、
説
明
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
私
は
「
歌
島
沼
」
に
つ
い
て

は
、
今
お
聞
き
し
て
ち
ょ
っ
と
改

め
て
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本

村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
多

種
多
様
な
も
の
を
用
意
し
て
良
い

と
思
う
の
で
す
よ
ね
。
今
村
長
お

話
し
た
よ
う
に
、
結
構
村
内
に
は

あ
ち
こ
ち
よ
い
場
所
、
観
光
資
源

と
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
場
所
に
対
す
る
環
境
整
備
と
い

う
の
は
、
当
然
、
今
お
話
あ
っ
た

よ
う
に
、
念
頭
に
入
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

両
面
と
併
せ
て
充
実
を
さ
せ
て
い

く
、
そ
し
て
そ
こ
に
そ
の
対
応
す

る
中
で
集
ま
っ
て
来
て
下
さ
る
観

光
客
に
対
し
て
、
せ
っ
か
く
島
牧

に
来
た
ん
だ
か
ら
、
楽
し
い
、
こ

こ
は
凄
か
っ
た
と
、
楽
し
さ
と
感

動
と
そ
れ
か
ら
、
島
牧
は
安
心
す

る
な
、
良
い
な
と
い
う
安
ら
ぎ
憩

い
、
そ
う
い
う
も
の
を
観
光
客
に

与
え
る
環
境
整
備
で
な
け
れ
ば
、

私
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
場

所
を
整
備
し
て
き
れ
い
に
し
て
も
、

来
る
方
の
喜
び
や
ら
楽
し
み
と
い

う
の
が
そ
こ
に
共
有
さ
れ
な
け
れ

ば
、
中
々
、
観
光
対
策
と
い
う
の

は
上
手
く
行
か
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

特
に
私
思
う
の
は
、
今
後
の
観

光
振
興
に
つ
い
て
島
牧
村
は
、
こ

の
よ
う
に
細
長
い
村
で
す
か
ら
、

東
は
歌
島
の
ほ
う
か
ら
、
西
は
栄

浜
の
ほ
う
か
ら
島
牧
村
に
入
っ
て

く
る
道
路
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

特
に
東
側
の
入
り
口
、
歌
島
側
の

入
り
口
の
地
区
に
対
し
て
、
今
村

長
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
特
に
「
歌

島
高
原
」
は
非
常
に
眺
め
が
良
い
。

一
望
で
き
る
し
、
昨
年
の
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
所
管
調
査
で
私

た
ち
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
や
は
り
皆
さ
ん
口
を
そ
ろ

え
て
言
う
の
は
、
見
晴
ら
し
の
良

さ
と
景
観
の
良
さ
を
口
に
し
ま
す
。

そ
れ
は
視
察
し
た
私
た
ち
自
身

が
、
そ
れ
を
声
に
出
す
く
ら
い
や

は
り
非
常
に
眺
望
が
よ
い
と
い
う
、

そ
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
歌
島
沼
」
に
関
し
て
は
今
お

話
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
ち
ょ
っ

と
厳
し
い
部
分
は
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
、
今
言
う
寿
都
の

ほ
う
か
ら
入
っ
て
来
る
、
歌
島
の

入
り
口
に
お
い
て
ま
ず
最
初
に
楽

し
い
か
ら
感
動
、
そ
し
て
安
ら
ぎ
、

憩
い
と
い
う
そ
う
い
う
場
を
提
供

し
て
こ
そ
、
私
は
本
当
の
観
光
振

興
策
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
、
観

光
客
に
対
し
て
で
す
ね
、
見
た

い
、
食
べ
た
い
行
き
た
い
入
り
た

い
、
こ
う
い
う
こ
れ
ら
の
こ
と
を

で
き
る
限
り
、
こ
の
部
分
を
満
足

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う

観
光
振
興
策
で
あ
っ
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
辺
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

藤
澤
村
長

た
だ
今
の
中
の
、「
歌
島
高
原
」

の
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
私
も
ご
質
問
者
と
同
様
、

素
晴
ら
し
い
場
所
だ
な
と
い
う
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
そ
こ
は
実
際
に
様
々
な
官
公

庁
を
含
め
て
、
電
波
の
中
継
基
地

的
な
、
本
村
の
も
の
も
ご
ざ
い
ま

す
。そ

う
い
う
こ
と
で
、
あ
そ
こ
に

行
く
た
め
の
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し

た
が
、
歌
島
高
原
通
線
こ
れ
の
村

道
の
維
持
管
理
と
い
う
の
は
非
常

に
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
度

が
増
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
然
そ
う
い
う
基
盤
整
備
と
共

に
、
そ
こ
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
光
の
宣

伝
ポ
ス
タ
ー
、
あ
れ
も
歌
島
高
原

か
ら
の
写
真
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
当
に
、
観
光
地
と
し
て
の
、

景
観
地
と
し
て
の
素
晴
ら
し
い
要

因
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

と
、
私
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
賀
老
地
区
の
ほ
う
に
集
中

的
な
投
資
と
い
う
よ
う
に
お
話
し

ま
し
た
が
、
今
後
の
公
共
事
業
等

の
拡
大
化
等
に
向
け
て
、
そ
の
辺

の
村
道
等
の
整
備
を
含
め
な
が
ら
、

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
的
な
地
点
を
考

え
な
が
ら
、
こ
れ
は
ハ
ー
ド
の
部

分
の
対
応
に
な
っ
て
い
く
の
か
な

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
積
極
的

に
検
討
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い

な
と
私
自
身
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
含
め

て
と
い
う
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

確
か
に
、
見
て
食
べ
て
そ
し
て
更

に
、
そ
こ
に
行
っ
て
見
て
、
様
々

な
そ
う
い
う
、
最
後
は
感
動
を
与

え
る
と
い
う
の
が
非
常
に
大
切
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
島
牧
を

愛
す
る
島
牧
フ
ァ
ン
と
い
う
も
の

を
た
く
さ
ん
創
っ
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
様
々
な
観
光

対
応
は
そ
う
い
う
よ
う
な
ア
ピ
ー

ル
は
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

む
し
ろ
更
に
そ
れ
を
具
体
化
し
て

い
く
意
味
合
い
を
も
っ
て
、
よ
く

観
光
大
使
と
か
も
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
凄
く
全
国
的
な
有
名
人
の

観
光
大
使
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
く
、
も
っ
と
身
近
な
民
間
レ
ベ

ル
と
い
い
ま
す
か
、
草
の
根
的
な

民
間
庶
民
レ
ベ
ル
で
の
島
牧
を
宣

伝
し
て
い
く
よ
う
な
、
そ
う
い
う

よ
う
な
島
牧
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

方
、
ま
た
島
牧
に
様
々
な
ご
縁
が

あ
る
方
、
そ
う
い
っ
た
方
た
ち
に
、

当
然
著
名
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
も
ち
ろ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
う
方
た
ち
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
ら
変
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
観
光
大
使
と
い
う

名
称
が
良
い
か
ど
う
か
は
別
と
い

た
し
ま
し
て
、
な
っ
て
い
た
だ
く
、

そ
う
い
う
よ
う
な
一
歩
踏
み
込
ん
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だ
ソ
フ
ト
的
な
事
業
と
い
う
の
も
、

こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

経
費
を
か
け
て
、
基
盤
的
な

ハ
ー
ド
的
な
も
の
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
制
度

を
創
生
す
る
だ
け
で
、
形
式
的
に

は
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
よ
う
な
状

態
で
の
、
ソ
フ
ト
の
一
端
か
ら

様
々
な
も
の
が
あ
る
か
と
、
そ
う

い
っ
た
事
を
積
極
的
に
こ
れ
か
ら
、

検
討
し
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

島
牧
村
は
で
す
ね
、
多
分
に
観

光
資
源
と
い
わ
れ
る
も
の
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
た

だ
そ
れ
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
わ
れ
る

と
、
中
々
そ
れ
は
生
か
し
き
れ
て

い
る
と
い
え
な
い
部
分
が
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

今
、
村
長
お
話
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
将
来
に
向
け
て
よ
り
良
い

観
光
開
発
、
ま
た
観
光
振
興
策
と

い
う
も
の
を
推
し
進
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
有
難
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
一
言
申
し
ま
し
て
、

私
の
質
問
を
終
わ
り
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
に
対
す
る
経

営
運
転
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
平
成
23

年
度
ま
で
は
、
担
保
物
件
に
よ
る

抵
当
権
設
定
は
行
わ
ず
、
会
社
役

員
全
員
の
連
帯
保
証
と
い
い
ま
す

か
個
人
保
証
と
し
て
、
貸
付
契
約

を
締
結
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
お
け
る
貸
付
に

関
し
ま
し
て
は
、
私
は
平
成
24
年

村
議
会
第
１
回
定
例
会
予
算
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
ソ
ー
イ
ン
グ

島
牧
の
会
社
経
営
に
対
す
る
社
長

と
し
て
の
や
る
気
と
責
任
を
形
に

表
す
よ
う
な
保
証
の
あ
り
方
を
求

め
て
い
く
と
い
う
旨
、
答
弁
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
具
体

的
対
応
と
し
て
３
，
８
０
０
万
円

の
貸
付
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
代

表
取
締
役
で
あ
る
佐
藤
伴
則
氏
の

個
人
資
産
等
を
担
保
物
件
と
し
て

提
供
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
佐
藤
社
長
よ
り
借
り

入
れ
金
額
に
つ
い
て
は
、
担
保
物

件
と
見
合
い
の
金
額
と
し
て
欲
し

い
。
ま
た
、
担
保
物
件
と
の
見
合

い
金
額
で
あ
る
か
ら
、
会
社
役
員

の
個
人
保
証
、
い
わ
ゆ
る
連
帯
保

証
等
に
つ
い
て
は
求
め
な
い
で
欲

し
い
と
の
要
求
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
佐
藤
社
長
所
有

の
札
幌
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
、
村
内

の
土
地
の
一
部
及
び
会
社
の
機
械

備
品
等
を
担
保
に
、
こ
れ
ら
の
評

価
額
見
合
い
の
１
，
１
０
０
万
円

を
貸
付
す
る
こ
と
と
し
、
会
社
役

員
の
個
人
保
証
は
付
さ
ず
、
貸
付

契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員
さ
ん
へ
の
答
弁
と

重
複
い
た
し
ま
す
が
、
㈱
ソ
ー
イ

ン
グ
島
牧
へ
の
経
営
運
転
資
金
の

貸
付
の
実
行
に
当
り
、
㈱
ソ
ー
イ

ン
グ
島
牧
は
村
か
ら
の
支
援
を
約

20
年
に
亘
り
受
け
続
け
て
き
た
会

社
で
あ
り
、
平
成
６
年
か
ら
昨
年

４
月
ま
で
の
18
年
間
、
代
表
取
締

役
を
勤
め
て
い
た
村
議
会
前
議
長

で
あ
り
ま
す
佐
藤
氏
へ
の
信
頼
感

の
下
、
私
は
貸
付
条
件
の
最
終
判

断
を
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
た
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
債

権
保
全
に
係
る
貸
付
条
件
は
、
貸

し
手
側
で
あ
る
村
に
と
っ
て
、
万

ソ
ー
イ
ン
グ
の
運
転
資
金
貸
付

問
　

運
転
資
金
貸
付
契
約
書
作
成
の
段
階
で
、
我
々
経
営
者
的
な
判
断
か
ら
す
れ
ば
、
と
う
て
い
不

自
然
な
貸
付
け
と
思
う
が
、
今
ま
で
も
そ
う
い
う
条
件
で
の
貸
付
け
で
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

後　藤　　　諭　議員
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全
を
期
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
深
く

反
省
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政

執
行
責
任
者
と
し
て
の
責
任
を
重

く
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
こ
と
を
申
し
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
答
弁
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

後
藤
議
員

先
ほ
ど
来
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
色
々
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
け

れ
ど
、
24
年
度
に
限
っ
て
取
締
役

一
人
の
保
証
で
良
い
と
い
う
判
断

と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
私
は
間

違
い
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
よ
。

そ
れ
で
、
全
体
の
役
員
の
保
証

を
得
ら
れ
れ
ば
、
今
こ
う
い
う
よ

う
な
問
題
も
起
き
な
い
し
、
村
監

査
委
員
の
方
々
か
ら
も
色
々
な
指

摘
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
早
い
時

期
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
村
長
、
な
ん
ら
打
つ
手
も
無

く
、
一
年
も
過
ぎ
て
村
民
に
い
ろ

ん
な
部
分
で
誤
解
を
招
く
よ
う
な

行
動
だ
っ
た
と
私
は
思
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
れ
と
先
ほ
ど
来
の
、
ソ
ー
イ

ン
グ
島
牧
が
再
開
し
て
く
れ
る
も

の
と
思
っ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た

が
、
な
ぜ
ソ
ー
イ
ン
グ
が
破
産
を

す
る
と
い
う
状
況
を
聞
い
た
と
き

に
、
少
な
く
て
も
オ
ン
ワ
ー
ド
に

村
長
は
３
回
も
行
っ
て
い
ま
す
よ

ね
、
破
産
す
る
前
に
、
そ
れ
で
あ

れ
ば
従
業
員
の
雇
用
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
を
第
１
点
に
貸
し
た
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
即
オ
ン
ワ
ー

ド
の
ほ
う
に
行
っ
て
工
場
長
な
り

い
ろ
ん
な
人
員
の
方
々
を
派
遣
し

て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
は
村
で
人
件

費
を
払
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

そ
う
い
う
政
策
も
と
ら
な
い
ま

ま
に
、
今
現
在
に
至
っ
て
、
し
か

も
村
が
２
分
の
１
補
助
し
た
機
械

ミ
シ
ン
等
も
全
部
売
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
担
保
を
と
れ
と
あ
れ
ほ

ど
言
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ

を
し
な
い
と
い
う
の
は
、
職
務
怠

慢
の
何
者
で
も
な
い
と
私
は
思
い

ま
す
。

村
民
か
ら
聞
か
れ
た
場
合
に
ど

う
返
答
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
こ

で
明
快
な
返
答
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

平
成
24
年
度
の
一
連
の
、
と
り

わ
け
貸
付
実
行
時
に
お
け
る
私
の

判
断
、
そ
し
て
、
そ
の
後
に
お
け

る
私
も
非
常
に
誤
解
を
招
く
よ
う

な
行
動
の
全
て
、
大
変
そ
の
よ
う

な
形
の
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
深
く
反
省
し
お
詫
び

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ン
ワ
ー
ド
に
３
回
行
っ
て
い

な
が
ら
、
な
ぜ
そ
の
後
オ
ン
ワ
ー

ド
と
の
直
接
的
な
対
応
が
と
れ
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
ご
指
摘
、
こ

れ
も
そ
の
辺
の
動
き
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ
が
な
か
っ
た
と
い

う
、
厳
し
い
ご
指
摘
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
は
確
か

に
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
殆
ど
の
生

産
を
担
う
発
注
元
で
あ
り
、
ソ
ー

イ
ン
グ
島
牧
さ
ん
は
受
注
会
社
と

い
う
関
係
が
基
本
的
に
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
オ
ン
ワ
ー
ド
さ
ん

の
直
営
工
場
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ン
ワ
ー
ド
さ
ん
は
今
の
ご
時

勢
の
中
、
中
々
昔
の
よ
う
な
明
確

な
数
と
い
う
も
の
は
出
し
よ
う
が

無
い
。
ま
た
品
質
に
つ
い
て
は
や

は
り
ソ
ー
イ
ン
グ
さ
ん
は
ち
ょ
っ

と
落
ち
て
き
て
い
る
と
。

た
だ
、
私
も
不
安
に
な
っ
て
聞

き
ま
し
た
ら
、
極
端
な
も
の
で
は

な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
に
よ
っ

て
改
善
さ
れ
る
部
分
と
い
う
も

の
は
多
々
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
上

で
よ
り
品
質
の
向
上
し
た
物
と
い

う
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
単
価
等
に
も
結
び
つ

い
て
い
く
話
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
オ
ン
ワ
ー

ド
さ
ん
は
社
長
の
仕
事
に
対
す
る

熱
意
と
い
い
ま
す
か
、
常
勤
体
制

の
形
の
中
で
、
や
は
り
も
っ
と
頑

張
っ
て
も
ら
え
な
い
の
か
と
い
う

話
等
も
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
こ
ら
辺
が
非
常
に
、
こ
れ
か

ら
の
工
場
が
再
起
し
て
い
く
上
で

も
、
私
は
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
く
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い

ま
す
。

し
か
し
、
会
社
の
ほ
う
で
は
代

表
取
締
役
が
交
代
す
る
と
い
う
こ

と
を
受
け
、
更
に
、
昨
年
の
４
月

27
日
の
株
主
総
会
後
、
連
休
明
け

の
５
月
の
７
日
ご
ろ
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
の
で
す
が
、
新
し
く

な
っ
た
社
長
か
ら
、
従
業
員
が
み

ん
な
辞
め
て
し
ま
っ
た
云
々
と
い

う
話
が
や
っ
と
入
っ
て
き
た
り
で

す
ね
、
非
常
に
困
り
果
て
た
状
況

で
あ
り
、
そ
の
後
ご
承
知
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
思
え

ば
対
応
の
様
々
な
あ
り
よ
う
と
い

う
の
も
、
反
省
す
る
中
で
は
違
う

対
応
の
あ
り
方
も
あ
っ
た
の
か
な

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
全
て

私
の
非
常
に
不
慣
れ
な
部
分
で

あ
っ
た
り
、
情
報
の
少
な
い
部
分

で
あ
っ
た
り
、
考
え
方
の
判
断

等
の
甘
さ
の
部
分
で
あ
っ
た
り
、

様
々
な
部
分
で
質
問
者
の
ご
指
摘

の
と
お
り
、
私
の
全
て
の
行
動
、

一
連
の
あ
り
よ
う
に
対
し
て
、
私

自
身
大
き
く
反
省
を
す
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
藤
議
員

反
省
し
て
も
、
金
は
戻
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
私
は

不
可
解
に
思
い
ま
す
し
、
こ
の
一

連
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
村
民
に

与
え
た
と
い
う
部
分
、
佐
藤
君
、

前
社
長
に
も
問
題
あ
る
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
何
故
に
、
私

方
経
営
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
い

う
貸
付
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う

い
う
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

色
々
村
の
公
金
を
扱
う
長
と
し
て
、

本
当
に
も
っ
と
慎
重
に
す
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は

思
い
ま
す
。
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藤
澤
村
長

島
牧
小
学
校
の
建
替
準
備
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
島
牧
小
学

校
の
建
築
年
は
、
ご
指
摘
の
と
お

り
昭
和
41
年
12
月
に
完
成
を
み
て

お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
60
年
７
月
、
建

築
後
20
年
後
に
校
舎
内
外
の
全
面

塗
装
な
ど
の
大
改
修
工
事
、
平
成

５
年
６
月
、
築
後
27
年
後
に
は
校

舎
内
の
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設

備
工
事
や
グ
ラ
ン
ド
等
外
構
工
事

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
19
年
10
月
、
築
後
37
年
後

に
な
り
ま
す
が
、
国
の
補
助
を
受

け
ま
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
診
断
結
果
は
１
階
か

ら
３
階
ま
で
所
要
の
耐
震
性
を
確

保
し
て
お
り
、
「
倒
壊
ま
た
は
崩

壊
す
る
危
険
性
が
低
い
」
と
の
判

定
を
受
け
、
耐
震
補
強
工
事
の
必

要
性
も
な
く
今
日
ま
で
経
過
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の

耐
用
年
数
は
概
ね
60
年
ほ
ど
と
云

わ
れ
て
お
り
、
校
舎
は
建
築
か
ら

47
年
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
、

大
規
模
改
修
は
建
築
40
年
ほ
ど
で

実
施
し
て
い
る
の
が
一
般
的
な
状

況
と
の
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た

意
味
合
い
で
は
、
本
村
は
比
較
的

早
い
段
階
年
数
で
大
規
模
改
修
を

行
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

校
舎
の
新
築
を
行
う
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
総
工
費
が
10
億
を
上

回
り
２
分
の
１
補
助
を
受
け
た
と

し
て
も
５
億
以
上
の
持
ち
出
し
に

な
り
、
多
額
な
財
源
が
必
要
に
な

る
こ
と
、
ま
た
、
建
設
予
定
地
の

選
定
な
ど
検
討
す
べ
き
案
件
も
山

積
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今

後
、
教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関

と
協
議
し
、
建
設
適
期
の
判
断
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
も

昭
和
52
年
の
建
設
か
ら
35
年
程
が

経
過
し
、
ご
指
摘
の
と
お
り
毎
年

維
持
補
修
を
行
い
な
が
ら
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
建
替
・
新
築
に
つ

き
ま
し
て
も
、
建
設
要
件
か
ら
現

在
地
で
の
建
築
と
い
う
も
の
は
不

可
能
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
新
た
な

建
設
地
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
か
ら
、
町
村
毎
に
必
ず
給

食
セ
ン
タ
ー
等
が
、
設
置
が
必
要

か
ど
う
か
の
判
断
や
、
民
間
委
託

の
可
能
性
、
学
校
と
の
併
設
な
ど

を
含
め
、
将
来
的
に
必
要
最
小
限

の
経
費
で
運
営
を
行
う
こ
と
を
目

指
し
ま
し
て
、
小
学
校
と
同
じ
く

教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と
協

議
を
行
い
、
建
設
の
是
非
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小学校及び給食センター
の建替

①�　小学校は、過去に大規模改修を行ったものの、建設か

ら46、７年が経ち、毎年のように修繕を行い現在に至って

いる。平成19年に実施した耐震診断の結果は、約10年は

大丈夫との結果であった。６年ほどが経過し、そろそろ

建替えの準備に入ってはどうかと思うが、考えを伺いたい。

②�　給食センターについても、建設から約35年が経過し、

毎年のように修繕を行い使用している状況にある。幸い

にも、食中毒等の事故もなく現在に至っているが、近代

的な施設を建て、子供たちに安全・安心な給食を提供す

る考えがおありか伺いたい。

問

後　藤　　　諭　議員

▲昭和52年建設の学校給食センター。建設から35年が経過している
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後
藤
議
員

村
長
は
ま
だ
大
丈
夫
と
い
う
認

識
の
下
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
は
な
ぜ
こ
の
質
問

を
し
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
南
西

沖
地
震
、
ま
た
東
北
地
方
の
地
震

等
、
津
波
を
考
え
れ
ば
、
果
た
し

て
今
の
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
も
、
場
所
的
に
適
地
か

ど
う
か
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
、

道
の
防
災
診
断
の
結
果
が
ま
だ
出

な
い
と
の
、
こ
の
前
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
少
な
く
て

も
そ
う
い
う
防
災
セ
ン
タ
ー
を
兼

ね
た
安
全
な
場
所
に
造
る
と
い
う

こ
と
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
る

な
ら
ば
、
決
し
て
今
の
場
所
が
い

い
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
か
ら
す

れ
ば
、
場
所
を
移
し
て
も
村
民
は

仕
方
な
い
と
い
う
判
断
に
、
私
は

立
つ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
来
て
か

ら
で
は
遅
い
ん
で
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
も
兼
ね
て

給
食
セ
ン
タ
ー
も
一
緒
に
造
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
い
う
被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、

い
ち
早
く
安
全
な
場
所
か
ら
避
難

し
て
も
ら
う
な
り
、
そ
こ
で
炊
き

出
し
の
用
意
を
す
る
な
り
、
い
ろ

ん
な
意
味
も
含
め
て
こ
れ
は
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う

い
う
こ
と
で
私
は
質
問
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
が
も
つ
か
ら

ま
だ
大
丈
夫
だ
と
い
う
よ
う
な
判

断
で
は
、
私
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

出
来
う
れ
ば
、
早
い
時
期
に
適

地
な
場
所
を
村
民
の
方
々
と
相
談

し
な
が
ら
、
１
年
や
２
年
で
解
決

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
今
か
ら
や
は
り
そ
う
い
う

場
所
の
選
定
や
ら
、
い
ろ
ん
な
条

件
を
国
等
の
補
助
制
度
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
村
長
が
考
え
な
が
ら
行

政
を
し
て
い
く
べ
き
と
、
私
は
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
私
か

ら
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
是
非
そ
の
辺

の
理
解
を
高
め
て
い
た
だ
い
て
、

村
の
安
全
性
を
考
え
て
、
行
政
を

執
行
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

た
だ
今
の
ご
指
摘
、
私
も
そ
の

よ
う
に
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

と
り
わ
け
小
学
校
等
の
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
防
災
施
設
と
い

い
ま
す
か
、
何
か
あ
っ
た
時
の
避

難
場
所
に
な
る
と
い
う
事
も
非
常

に
多
い
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
も
併
設
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
有
効
活
用
が
、
ま

た
そ
う
い
う
場
合
に
も
図
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
正
に
そ

の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
と
い
う
観
点
か
ら
も
含
め

て
、
小
学
校
の
建
替
等
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
澤
村
長

島
牧
音
頭
・
島
牧
小
唄
・
島
牧

太
鼓
の
現
在
の
取
り
扱
い
状
況
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
島
牧

音
頭
・
島
牧
小
唄
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昭
和
42
年
12
月
23
日
に
村
章
・

村
旗
と
と
も
に
村
が
定
め
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

島
牧
小
唄
は
当
時
の
教
育
長
で

あ
り
ま
し
た
、
故
佐
々
木
初
雄
氏

が
佐
々
木
黒
潮
の
雅
号
で
作
詞
し

た
も
の
で
あ
り
、
作
曲
は
小
唄
、

音
頭
、
太
鼓
の
３
曲
と
も
に｢

さ

く
ら
貝
の
歌｣

な
ど
で
有
名
な
真

狩
村
出
身
の
八
州
秀
明
氏
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
村
民
に

広
く
普
及
す
る
こ
と
も
な
く
経
過

し
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
50
年
代
後
半
、
村
観
光
協

会
が
新
た
に
島
牧
旅
情
と
島
牧
お

ど
り
を
歌
手｢

岡
ゆ
う
こ｣

に
よ

り
レ
コ
ー
ド
化
、
こ
の
曲
が
現
在
、

各
地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
当

初
の
島
牧
音
頭
・
島
牧
小
唄
を
知

る
伝
承
者
が
殆
ど
見
当
た
ら
な
い

中
で
、
今
後
こ
れ
ら
の
唄
を
普
及

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
難
し
い

か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
島
牧
小
唄
と
島
牧
音
頭

の
楽
譜
に
つ
き
ま
し
て
は
保
管
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
取
り

扱
い
に
関
し
て
関
係
機
関
と
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。次

に
島
牧
太
鼓
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昭
和
46
年
９
月
30
日
開
村
百

島
牧
音
頭
、
島
牧
小
唄
、
島
牧
太
鼓
等

問
　

確
か
、
島
牧
音
頭
、
島
牧
小
唄
、
島
牧
太
鼓
等
が
あ
っ
た
か
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
が
、
現
在
ど
の
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

長　尾　文　裕　議員
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年
の
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
、
翌
、

昭
和
47
年
10
月
14
日
に
「
島
牧
太

鼓
保
存
会
」
が
結
成
、
平
成
元
年

位
ま
で
活
動
を
し
て
い
た
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
後
休
眠
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
５
年
６
月
に
新
た
な
会
員
を
募

り
再
結
成
さ
れ
、
役
場
若
手
職
員

が
主
体
と
な
っ
て
２
年
位
村
の
成

人
式
や
行
事
等
で
発
表
し
て
い
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
は
和

太
鼓
を
経
験
し
て
い
る
教
師
等
に

よ
り
小
学
生
が
授
業
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
、
村
内
教
師
の
研
究
会

や
中
学
生
の
愛
好
者
が
、
平
成
23

年
頃
ま
で
活
動
を
継
続
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
担
当
教
員
の
異
動
や

生
徒
の
卒
業
な
ど
で
、
こ
こ
２
年

位
は
活
動
休
止
と
な
っ
て
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
今

後
数
少
な
い
村
の
文
化
財
と
し
て

の
役
割
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
活

動
に
当
た
っ
て
の
環
境
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

長
尾
議
員

私
も
そ
の
、
島
牧
音
頭
、
島
牧

小
唄
っ
て
よ
く
知
ら
な
い
の
で
す

け
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
島
牧
の
よ

い
部
分
を
歌
詞
等
に
取
り
込
ん
で

制
作
し
て
い
っ
た
と
思
う
ん
で
す

よ
。
こ
れ
は
や
は
り
、
た
だ
単
に

過
疎
化
と
か
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ

な
く
、
文
化
伝
統
と
い
う
形
で
、

き
ち
ん
と
継
承
し
て
い
く
必
要

性
っ
て
私
は
凄
く
あ
る
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。

何
が
島
牧
な
の
と
い
う
、
そ
の

辺
の
文
化
伝
統
に
関
し
て
も
の
凄

く
、
我
が
村
は
ち
ょ
っ
と
弱
い
部

分
は
あ
る
な
と
い
う
気
が
し
て
い

る
の
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
確
か
に
製

作
さ
れ
た
の
は
40
年
ち
ょ
っ
と
前

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
や
は
り
、
過
去
に
は
小
学

校
で
太
鼓
等
も
や
っ
て
い
た
よ
う

な
経
緯
が
あ
る
中
で
、
我
々
自
身

が
島
牧
音
頭
と
は
こ
う
い
う
歌
よ
、

島
牧
小
唄
と
は
こ
ん
な
歌
よ
と
い

う
の
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ

次
々
と
時
間
だ
け
が
経
っ
て
い
く
、

こ
う
い
う
こ
と
だ
け
は
私
は
避
け

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
な
と
、
過

去
の
例
を
見
て
も
、
作
っ
た
は
良

い
け
れ
ど
、
そ
の
後
散
会
と
い
う

の
が
大
半
な
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、

せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
成

形
し
て
、
一
時
期
本
当
に
大
々
的

に
取
組
ん
だ
と
き
も
あ
る
。
そ
れ

を
、
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
と
い
う
の
で

す
か
、
そ
れ
を
利
用
し
な
が
ら
で

も
、何
某
か
の
形
で
そ
の
耳
に
入
っ

て
く
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
機
会

が
持
て
な
い
の
か
な
と
、
そ
れ
と

で
き
れ
ば
、
こ
れ
は
本
当
に
申
し

訳
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
小
中
学

校
を
中
心
に
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と

伝
承
し
て
い
く
だ
け
の
技
術
を
確

保
し
つ
つ
、
大
人
社
会
に
発
信
し

て
も
ら
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
教

育
の
あ
り
方
も
あ
っ
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
変
に
関
し
て
ち
ょ
っ

と
ご
答
弁
い
た
だ
け
ま
す
か
。

藤
澤
村
長

た
だ
今
、
大
変
素
晴
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
と
い
い
ま
す
か
、
い
わ
ゆ

る
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
等
へ
の
活
用
と

い
う
の
も
村
民
に
知
ら
せ
る
、
聞

い
て
耳
に
な
じ
ん
で
も
ら
う
と
い

う
部
分
で
は
、
非
常
に
有
効
な
ア

イ
デ
ア
か
な
と
お
聞
き
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
学
校
教
育
等
通
じ
て
子

供
達
等
に
き
ち
っ
と
伝
承
し
て
い

く
と
い
う
、
や
は
り
そ
う
い
う
こ

と
が
、
私
も
継
承
し
て
い
く
た
め

に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
認
識
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
等
と
も
協
議
し
な

が
ら
、
そ
の
辺
の
対
応
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
時
教
育
長

島
牧
音
頭
、
小
唄
に
関
し
て
は
、

と
り
あ
え
ず
私
ど
も
の
ほ
う
の
考

え
方
は
抜
き
と
い
た
し
ま
し
て
、

島
牧
太
鼓
と
い
う
部
分
で
、
若
干

申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

伝
統
文
化
と
い
う
形
の
中
で
行
き

ま
す
と
、
本
当
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
の

た
め
に
創
っ
た
と
い
う
経
緯
、
そ

れ
ら
を
考
え
る
と
や
は
り
、
こ
れ

か
ら
も
き
ち
っ
と
伝
え
る
べ
き
だ

と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
的
に

や
っ
て
き
た
経
緯
を
見
ま
す
と
、

今
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、

夜
明
け
、
海
幸
、
山
幸
、
祭
、
こ

の
４
つ
か
ら
成
っ
て
お
り
ま
し
て
、

こ
の
４
つ
の
い
わ
ゆ
る
交
響
曲
的

な
も
の
が
島
牧
太
鼓
と
私
は
聞
い

て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
本
当
の
話
、
全
部
そ

れ
を
聞
い
て
初
め
て
島
牧
太
鼓
と

い
う
言
い
方
が
出
来
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
楽
譜
、
楽
章
と
い
い
ま
す

か
、
そ
の
中
で
い
き
ま
す
と
、
１

小
節
そ
れ
が
５
人
で
叩
く
の
で
す

け
れ
ど
も
、
４
人
が
全
部
同
じ
リ

ズ
ム
で
１
回
り
し
な
け
れ
ば
駄
目

な
ん
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
８

回
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
や
っ
て
そ
れ
が
１
つ
終

わ
っ
た
ら
、
次
の
部
分
に
行
く
と

４
つ
く
ら
い
確
か
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
よ
う
や
く
終
り
と
い

う
、
波
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
、

そ
れ
と
叩
き
手
か
ら
い
く
と
、
一

番
太
鼓
は
最
初
に
叩
く
の
で
数
が

分
か
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
２
番

３
番
４
番
に
な
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
数
が
多
く
な
る
も
の
で
す
か

ら
、
非
常
に
叩
き
手
と
し
て
は
難

し
い
太
鼓
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
今
、
先
ほ
ど
村
長
の

ほ
う
の
答
弁
の
中
に
も
あ
り
ま
し

た
、
小
学
校
に
た
ま
た
ま
先
生
が

い
て
、
そ
の
先
生
が
、
今
年
の
高

１
で
す
か
ら
去
年
ま
で
活
動
し
て
、

お
祭
り
と
か
で
披
露
し
た
や
つ
は
、

自
分
た
ち
で
、
祭
り
に
し
て
も
１

回
部
分
、
１
小
節
は
な
く
て
、
１

小
節
の
４
分
の
１
、
そ
れ
を
そ
れ

ぞ
れ
に
叩
い
て
終
わ
っ
て
短
く
し

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
部
分
で
い
く
と
、
継

承
者
、
当
時
作
っ
た
時
に
叩
い
た

人
達
が
い
る
う
ち
に
、
そ
の
当
時

の
も
の
を
１
回
き
ち
っ
と
整
理
し

て
、
そ
れ
を
保
存
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
と
、今
後
こ
れ
か
ら
、じ
ゃ

あ
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い

く
と
い
う
部
分
で
い
き
ま
す
と
、

今
言
っ
た
よ
う
な
短
い
の
が
良
い

の
か
長
い
の
が
良
い
の
か
、
聞
き

手
に
と
っ
て
ど
れ
が
良
い
の
か
と

い
う
部
分
も
含
め
て
、
ま
だ
ま
だ
、
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時
間
が
掛
か
る
。
や
は
り
難
し
い

ん
で
す
よ
ね
。
私
も
青
年
会
当
時

に
や
れ
と
い
わ
れ
て
や
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
中
々
リ
ズ
ム
が
取
れ
な

く
て
、
下
手
な
も
の
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
部
分
で
も
結
構
難
し
い

の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
し
て
伝
え
て
い
く
か
と
い

う
の
が
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
考

え
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
き
ゃ
、

ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
か
な
と
い
う

気
は
し
ま
す
。

た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
く

し
て
よ
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
辺
は
ご
承
知
お
き

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
尾
議
員

出
来
る
だ
け
、
こ
れ
ら
の
も
の

せ
っ
か
く
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は

先
ほ
ど
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
と
も
言
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
道
の
駅
も
あ

る
わ
け
で
す
し
、
様
々
な
場
面
で

披
露
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
前
向
き
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

３
月
２
日
に
発
生
し
ま
し
た
栄

磯
地
区
の
断
水
事
故
に
関
す
る
経

緯
、
応
急
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

行
政
報
告
に
お
い
て
説
明
い
た
し

ま
し
た
の
で
割
愛
し
、
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

質
問
者
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、

現
在
の
敷
設
箇
所
は
過
去
に
も
高

波
、
落
石
等
に
よ
る
断
水
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
同
じ
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
恒
久
的
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
予
て
よ

り
小
樽
開
発
建
設
部
に
対
し
、
国

道
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
水
道
管
敷
設

に
つ
い
て
再
三
要
請
し
て
来
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
事
故
後
、

再
度
強
く
要
請
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

小
樽
開
建
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

今
回
の
事
故
の
重
大
性
及
び
既
設

埋
設
管
箇
所
の
特
殊
事
情
等
に
鑑

み
、
海
側
に
あ
り
ま
す
新
厚
瀬
ト

ン
ネ
ル
内
の
歩
道
に
水
道
管
を
敷

設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
内
諾
す
る

旨
、
３
月
８
日
に
連
絡
が
あ
り
、

今
後
は
工
事
に
伴
う
占
用
許
可
に

向
け
て
の
事
前
協
議
が
進
め
ら
れ

る
事
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
今
回
の
断
水
事
故
の
原

因
は
、
暴
風
雪
に
伴
う
高
波
に
よ

り
敷
設
水
道
管
が
大
規
模
に
流
失

し
た
も
の
で
あ
る
事
か
ら
、
本
復

興
に
つ
い
て
は
災
害
復
旧
対
策
事

業
と
し
て
事
業
申
請
中
で
あ
り
、

災
害
認
定
の
た
め
今
月
中
に
北
海

道
庁
の
担
当
者
に
よ
る
現
地
確
認
、

５
月
中
に
厚
生
労
働
省
の
災
害
査

定
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
災
害
復
旧
対
策
事
業
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
査
定

終
了
後
に
補
正
予
算
の
提
案
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
安
全
・
安
心
か
つ
安
定

し
た
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

長
尾
議
員

今
、
３
月
８
日
に
小
樽
開
建
か

ら
の
回
答
を
得
た
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
ト

ン
ネ
ル
の
中
を
通
す
に
あ
た
っ
て

断水事故

問 　３月２日発生の栄磯地区の断水事故について

は、行政報告でもあった通り前向きに検討され

てはいると思いますが、恒久的対策が必要と考

えます。村長のご見解をお伺い致します。

長　尾　文　裕　議員

▲�厚瀬トンネル横の断水現場。旧国道の石積擁壁が高波に洗われ、埋設されていた配水管が流失。
残された配水管の一部が露出している。
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の
具
体
的
な
計
画
と
い
う
の
は
、

こ
れ
か
ら
な
の
か
な
と
は
思
い
ま

す
が
、
中
々
災
害
認
定
や
査
定
や

ら
、
時
間
を
要
す
る
部
分
は
あ
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
断
水

事
故
に
関
し
ま
し
て
、
こ
の
復
旧

に
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
た
と
い
う

こ
と
は
、
十
分
認
識
さ
れ
て
お
る

と
思
う
ん
で
す
よ
。

多
少
の
断
水
事
故
で
あ
れ
ば
、

も
っ
と
簡
単
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
聞
き
及
ん
で

お
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
断
水
事

故
に
対
応
す
る
だ
け
の
機
材
が
無

い
。
こ
れ
は
塩
ビ
管
等
々
だ
と
思

う
ん
で
す
よ
。
少
し
は
、
や
は
り

突
発
的
な
断
水
事
故
に
で
も
対
応

し
き
れ
る
だ
け
の
備
品
と
し
て
、

用
意
さ
れ
て
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
か
っ
た
の
か
と
、
今
回
た
ま

た
ま
ま
た
土
日
に
か
か
り
ま
し
て
、

実
際
工
事
に
か
か
っ
た
業
者
か
ら

も
聞
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

近
隣
の
町
村
に
も
無
か
っ
た
と
い

う
中
で
、
相
当
復
旧
に
当
た
っ
て

の
機
材
等
を
確
保
す
る
の
に
時
間

を
要
し
た
と
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
約

１
日
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
辺
の
今
回
の
こ
と
に
限
ら
ず
、

水
道
と
い
う
の
は
ま
ず
第
１
が
生

き
る
た
め
の
水
で
あ
り
ま
す
の
で
、

備
品
、
機
材
等
の
確
保
、
そ
の
辺

に
関
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
ち
ょ
っ
と
お

答
え
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
澤
村
長

突
発
的
な
事
故
等
へ
の
対
応
と

い
う
こ
と
で
は
、
若
干
機
材
等
、

水
道
機
材
等
の
備
蓄
は
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
今
回
30
㍍
の
配
水
管

本
体
が
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
こ
ま
で
の
装
備
は
全
く
無
か
っ

た
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ
い
ま

す
。や

は
り
、
近
隣
町
村
等
に
働
き

か
け
て
も
中
々
そ
ろ
っ
て
い
な

い
。
そ
こ
の
町
村
で
し
か
使
っ
て

い
な
い
よ
う
な
口
径
で
あ
っ
た
り
、

様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
ご
指
摘
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、

水
道
水
は
と
り
わ
け
生
活
を
行
う

上
で
、
ま
た
、
同
地
区
に
は
水
産

加
工
の
工
場
等
も
ご
ざ
い
ま
す
。

様
々
な
見
合
い
の
中
、
早
急
な
対

応
と
い
う
も
の
が
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
そ
れ
ら
の
極
端
な
状
況

は
別
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
過
去

の
起
こ
り
得
る
よ
う
な
も
の
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
機
材
等
の
確
保

に
努
め
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

産
業
振
興
対
策
に
係
る
中
、中
・

長
期
的
な
政
策
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
事
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
私
は
近
年
村
内
事

業
所
が
相
次
い
で
経
営
を
断
念
し

た
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
場
が
失

わ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
人
口
流
出
を

招
く
原
因
に
も
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
大
き
な
危
惧
を
持
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
第
四
次
総
合
計
画
に
あ

り
ま
し
て
も｢

活
力
い
っ
ぱ
い
の

村｣

・｢

中
小
企
業
の
力
を
村
づ

く
り
に
活
か
す｣

こ
と
を
申
し
述

べ
、
地
域
振
興
の
基
礎
と
な
る
産

業
の
活
性
化
こ
そ
推
進
す
べ
き
と

の
考
え
に
基
づ
き
、
第
１
次
産
業

で
あ
る
水
産
業
・
農
業
を
中
心
に

振
興
策
を
図
り
、
さ
ら
に
観
光
産

業
と
結
び
つ
け
た
、
い
わ
ゆ
る
第

６
次
産
業
化
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
雇
用
対
策
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
体
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
既

存
事
業
者
へ
の
支
援
策
の
拡
充
の

た
め
、
支
援
制
度
を
見
直
す
こ
と

や
本
村
特
産
品
を
活
用
し
て
、
事

業
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
企
業
等

へ
積
極
的
に
働
き
掛
け
し
、
ま
た

新
た
な
支
援
制
度
の
創
設
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
、
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
事
案
等
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
、
議
会
と
も
協

議
し
、
関
係
条
例
の
見
直
し
等
も

含
め
、
適
切
な
支
援
策
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

長
尾
議
員

通
り
一
遍
的
な
考
え
と
い
う
か

答
弁
じ
ゃ
駄
目
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
。基

本
的
に
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
、

本
当
に
今
、
私
始
め
多
く
の
人
が

望
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
中
・
長

期
的
に
取
組
む
産
業
、
仕
事
で
す

よ
、
そ
の
ヒ
ン
ト
な
り
き
っ
か
け
、

そ
れ
を
村
を
始
め
と
し
て
、
産
業

団
体
等
も
含
め
て
、
発
信
し
て
そ

れ
が
定
着
す
る
よ
う
に
し
な
か
っ

た
ら
、
私
、
本
当
に
何
回
も
言
い

ま
す
け
ど
、
島
牧
に
人
が
い
れ
な

く
な
り
ま
す
よ
。

第
１
次
産
業
を
中
心
と
し
て
、

と
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の

第
１
次
産
業
、
水
産
業
は
基
幹
産

業
だ
と
言
い
つ
つ
も
、
こ
こ
何
年

間
か
組
合
員
数
の
動
向
は
ど
う
な

ん
で
す
か
。
私
は
多
分
、
減
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

農
業
に
関
し
て
だ
っ
て
、
現
在

な
さ
っ
て
い
る
方
だ
っ
て
、
段
々

高
齢
化
し
て
、
新
規
の
後
継
者
な

り
新
規
就
農
者
は
出
て
ま
す
か
。

そ
の
第
１
次
産
業
中
心
と
言
わ
れ

る
ん
だ
っ
た
ら
、
新
規
に
漁
業
で

も
農
業
で
も
従
事
す
る
方
に
対
し

て
の
助
成
な
り
補
助
な
り
、
そ
う

い
う
も
の
だ
っ
て
も
っ
と
真
剣
に

出
て
き
て
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は

な
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

今
、
こ
こ
何
年
間
か
の
景
気
対
策

で
の
緊
急
雇
用
促
進
、
こ
ん
な
付

け
焼
刃
的
な
３
人
か
４
人
、
じ
ゃ

村全体の問題

問 　各産業に対する既存の振興対策は対策として、

数年前からの緊急雇用創出推進事業の拡大は一

時的な物でしかないと考えます。中・長期的な

政策を真剣に考えるべきと思いますが、村長の

お考えをお伺い致します。

長　尾　文　裕　議員
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あ
そ
れ
か
ら
漏
れ
た
人
は
、
何
に

生
活
の
手
法
を
求
め
れ
ば
よ
い
の

か
、
３
人
４
人
の
た
め
じ
ゃ
な
く

て
も
、
30
人
40
人
の
、
そ
ん
な
多

く
の
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
政
策
を
や
は
り
村
中
心

と
し
て
産
業
団
体
と
も
手
を
取
り

合
っ
て
、
私
、
示
す
べ
き
だ
と
思

う
。
そ
う
い
う
必
要
性
あ
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
。

ご
答
弁
お
願
い
し
ま
す
。

藤
澤
村
長

言
わ
れ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
形
の
、
具
体
的
な

事
業
が
し
っ
か
り
と
明
示
で
き
れ

ば
、
一
番
い
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
中
々
そ
こ
ま
で
の

部
分
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

個
々
に
発
生
し
た
折
に
は
、
議

会
等
と
も
協
議
を
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
等
の
創
出
等

も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

島
牧
村
が
、
釣
り
の
、
い
わ
ゆ

る
メ
ッ
カ
に
な
る
よ
う
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
と

の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本

村
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
小
樽
市

民
釣
り
大
会
や
、
全
道
釣
魚
連
盟

が
主
催
す
る
全
道
大
会
の
開
催
地

と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
長
き

に
わ
た
り
海
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し

て
知
ら
れ
た
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
陸
釣
り
の
ほ

か
、
船
釣
り
に
つ
き
ま
し
て
も
、

多
種
多
様
か
つ
大
型
の
魚
が
釣
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
マ
ニ
ア

の
垂
涎
の
釣
り
場
で
も
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
の
釣
り
に
関
す
る
現
状
を
申

し
上
げ
ま
す
と
、
遊
漁
船
が
46
隻

登
録
さ
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
し

て
操
業
し
て
い
る
遊
漁
船
も
あ
り
、

漁
業
者
の
貴
重
な
収
入
源
と
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
連
休
の
時
期
と
な
り
ま

す
と
全
道
各
地
か
ら
釣
り
愛
好
家

が
釣
り
場
を
求
め
て
来
村
し
、
地

元
か
ら
大
会
の
賞
品
の
購
入
や
、

大
会
参
加
者
の
弁
当
を
調
達
、
釣

り
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
ま
す
と
賀
老

の
滝
見
学
の
た
め
再
度
来
村
す
る

な
ど
、
地
域
経
済
活
性
化
の
一
助

と
も
な
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
メ
マ
ス
ダ
ー
ビ
ー

実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
お
り
ま

す
大
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
回

で
23
回
目
を
数
え
、
道
外
か
ら
も

含
め
今
年
も
３
４
５
人
が
参
加
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
３
月
第
４
週
を
も
っ
て

終
了
い
た
し
ま
す
が
、
大
会
後
に

は
民
間
団
体
が
主
催
す
る
ス
プ
リ

ン
グ
カ
ッ
プ
が
引
き
続
き
開
催
さ

れ
て
お
り
、
全
道
は
も
と
よ
り
全

国
各
地
か
ら
愛
好
者
を
呼
び
寄
せ

て
い
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
ア
メ
マ
ス
ダ
ー
ビ
ー
に

関
連
し
て
、
著
名
な
釣
り
名
人
な

ど
を
招
聘
し
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
内
容
の
充
実
を
図
る

こ
と
や
旅
館
・
民
宿
・
地
元
商
店

等
と
の
更
な
る
協
力
体
制
の
構
築

を
進
め
る
こ
と
に
加
え
、
ア
メ
マ

ス
以
外
の
魚
種
の
大
会
に
つ
い
て

も
観
光
協
会
や
商
工
会
、
ま
た
釣

り
関
係
者
と
協
議
を
進
め
、
集
客

の
増
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
漁
業
に
よ
り
生
計
を
立

て
て
い
る
漁
業
者
各
位
に
は
特
段

の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
ま
す
こ
と

に
留
意
し
、
海
を
汚
さ
な
い
・
不

必
要
な
釣
果
を
上
げ
な
い
な
ど
、

観
光
振
興
対
策

問
村
政
執
行
方
針
に
「
ふ
る
さ
と
島
牧
の
明
日
を
築
き
未
来
を
拓
く
！
」
た
め
村
づ
く
り
を
推
進
し

て
行
く
。
そ
し
て
観
光
産
業
は
重
要
な
産
業
の
ひ
と
つ
だ
と
の
認
識
に
立
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
は
今
、
島
牧
村
に
あ
っ
て
将
来
核
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
光
を
あ
て
育
て
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ア
メ
マ
ス
ダ
ー
ビ
ー
に
代
表
さ
れ
る
、
つ
り
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

島
牧
村
が
つ
り
の
メ
ッ
カ
と
な
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
資
金
、
人
材
を
投
下
し
、
村
づ
く
り
を
推
し

進
め
て
行
か
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中　田　仁　史　議員
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厳
に
慎
む
こ
と
を
念
頭
に
事
業
展

開
を
今
後
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
田
議
員

今
、
村
長
の
お
話
を
伺
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
レ
ベ

ル
の
話
で
は
な
く
て
、
ニ
セ
コ
が

ス
キ
ー
ヤ
ー
と
ボ
ー
ダ
ー
や
る
人

に
と
っ
て
は
、
や
は
り
１
回
は

行
っ
て
み
た
い
と
い
う
、
日
本
か

ら
世
界
か
ら
、
憧
れ
の
地
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
レ
ベ
ル
で
、
こ
の
間
も

ニ
セ
コ
で
は
ス
イ
ス
の
人
が
ス

キ
ー
に
来
て
い
た
ん
で
す
よ
。
で
、

ス
イ
ス
の
ス
キ
ー
場
の
ほ
う
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
、
ニ

セ
コ
の
雪
は
最
高
な
ん
だ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

そ
れ
で
、
そ
ん
な
感
じ
で
３
年

後
、
５
年
後
に
は
そ
う
い
う
ふ
う

に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
島
牧
村
が
将
来
、

釣
り
の
メ
ッ
カ
と
な
る
、
日
本
中

の
人
か
ら
、
ま
た
世
界
の
人
か
ら
、

釣
り
好
き
な
人
か
ら
、
マ
ニ
ア
か

ら
１
回
は
行
っ
て
み
た
い
と
い
う

村
づ
く
り
を
さ
れ
て
は
い
か
が
か

と
い
う
提
案
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
い
ろ
ん
な
難
し
い
こ
と

あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
、
例
え
ば

僕
の
案
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば

保
護
河
川
が
５
本
あ
っ
た
ら
１
本

を
開
放
し
て
、
い
つ
で
も
島
牧
村

に
行
っ
た
ら
岩
魚
釣
り
が
で
き

る
と
か
、
山
女
釣
り
が
で
き
る

と
、
本
当
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が

出
来
る
よ
う
に
、
国
に
働
き
か
け

る
。
で
、
漁
協
と
も
協
力
関
係
の

下
に
、
ま
た
魚
の
稚
魚
と
か
も
放

流
を
ど
ん
ど
ん
し
て
、
増
や
し
な

が
ら
、
そ
し
て
又
、
釣
り
の
人
達

に
も
満
足
の
で
き
る
よ
う
な
村
づ

く
り
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

提
案
し
た
い
の
で
す
ね
。

大
変
難
し
い
。
今
日
の
明
日
に

は
出
来
な
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
目
標
と

い
う
か
夢
を
持
ち
な
が
ら
、
一
歩
一

歩
そ
れ
に
向
け
て
地
道
な
行
動
を

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
の
で
す
よ
。

全
然
そ
こ
が
、
島
牧
村
は
今
ま

で
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
、
他
の
、
長
尾

さ
ん
だ
っ
た
り
、
佐
藤
さ
ん
だ
っ

た
り
、
瀬
戸
川
さ
ん
か
ら
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
ん
で

す
よ
。

結
局
、
シ
マ
ち
ゃ
ん
マ
キ
ち
ゃ

ん
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
も
、

そ
れ
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
な

い
し
、
育
て
て
い
っ
て
い
な
い
ん

で
す
よ
ね
。

せ
っ
か
く
種
を
蒔
い
て
い
る
の

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
し
て

水
や
っ
た
り
、
肥
料
や
っ
た
り
す

る
と
い
う
行
動
が
全
然
無
く
て
、

好
き
な
も
の
だ
け
や
っ
て
い
る
と

い
う
感
じ
に
受
け
取
ら
れ
な
い
よ

う
な
感
じ
な
の
で
は
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
よ
。

も
う
少
し
そ
う
い
う
釣
り
人
に

優
し
い
、
そ
う
い
う
村
づ
く
り
と

い
う
の
を
さ
れ
て
い
く
と
、
こ
れ

が
５
年
後
10
年
後
に
で
す
ね
、
い

ず
れ
ニ
セ
コ
を
追
い
越
す
よ
う
な
、

釣
り
の
メ
ッ
カ
に
な
っ
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
な
と
、
私

余
り
釣
り
を
殆
ど
し
た
こ
と
が
な

い
も
の
で
す
か
ら
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
困
難

な
こ
と
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
知
恵
を

出
し
合
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
次
の
質
問
に
移
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲アメマスダービーの参加者　（江ノ島海岸、１月５日）

合併処理浄化槽
整備事業

　平成23年度から合併処理浄化槽整備事業

が実施され３年目を迎える。２ヶ年で設置

数は56基、汚水処理人口普及率は17.6％と

なった。

　今年度は20基予定されているが、普及は

頭打ちに思われる。私は、一般住宅以外に

も補助をし、普及を計って、この事業を推

進したら良いのではないかと思うが、村長

の考えを伺います。

問
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藤
澤
村
長

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
推

進
の
た
め
、
一
般
住
宅
以
外
に
も

補
助
を
行
い
、
汚
水
処
理
人
口
普

及
率
の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か

と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

一
般
住
宅
以
外
の
方
、
す
な
わ
ち

店
舗
及
び
事
務
所
等
を
所
有
す
る

受
益
者
が
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
に
あ
り
ま
し
て
は
、

受
益
者
分
担
金
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
ま
し
て
分
担
金
を
徴
収
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

水
洗
便
所
等
へ
の
改
造
等
、
工

事
資
金
補
助
条
例
で
は
、
住
宅
用

に
供
し
て
い
る
家
屋
部
分
以
外
は

対
象
外
と
な
る
こ
と
な
ど
が
、
い

わ
ゆ
る
施
設
所
有
者
が
設
置
を
躊

躇
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
も
の

と
、
ご
質
問
者
の
質
問
内
容
よ
り

推
察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

個
人
住
宅
へ
の
設
置
予
定
基
数

は
、
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
で
計
画
目
標
の
最
終
年
次
、

平
成
38
年
度
で
１
７
０
基
と
し
て

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
も
、
個
人
住

宅
へ
の
設
置
に
つ
い
て
、
今
後
も

引
き
続
き
周
知
活
動
を
行
い
普
及

率
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
が
、

一
般
住
宅
・
個
人
住
宅
へ
の
設
置

が
基
本
計
画
期
間
の
前
期
５
年
ほ

ど
で
概
ね
目
途
が
つ
く
も
の
と
想

定
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
前
期
終

了
時
点
で
一
般
住
宅
以
外
の
施
設

に
対
す
る
、
い
わ
ゆ
る
補
助
制
度

等
の
見
直
し
等
も
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
、
普
及
率
の
更
な
る
向
上

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
田
議
員

浄
化
槽
に
す
る
と
、
汚
れ
た
水

を
流
し
ま
せ
ん
。
水
洗
ト
イ
レ
が

使
え
ま
す
。
川
が
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。
浄
化
槽
は
下
水
道
と
変
わ

り
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
推
し

進
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か

推
し
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ょ
っ
と
そ
の
他
に
も
水
道
料
金

を
調
べ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私

が
下
水
道
に
変
え
て
感
じ
る
こ
と

は
、
ち
ょ
っ
と
高
い
な
と
い
う
の

が
実
際
の
感
触
な
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
次
の
、
他
の
人
に
言
う

と
き
、
下
水
に
変
え
た
ら
い
い
か

ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う
よ
り

も
、
ち
ょ
っ
と
下
水
な
ら
高
い
よ

ね
と
い
う
の
が
実
際
の
感
触
な
ん

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
調
べ
ま
し

た
ら
、
札
幌
は
水
道
料
金
が
１
，

３
２
０
円
な
ん
で
す
よ
。
島
牧
村

は
２
千
円
。
10
㎥
で
基
本
料
金
、

そ
う
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
下
水
道
料
金
調
べ
ま
す

と
、
札
幌
が
６
百
円
で
、
大
体
半

分
弱
。
島
牧
村
は
基
本
料
金
で
、

水
道
料
金
が
２
千
円
で
下
水
道

料
金
が
２
千
円
で
４
千
円
掛
か
る
。

札
幌
だ
と
そ
れ
が
６
百
円
と
１
，

３
２
０
円
だ
か
ら
２
千
円
で
生
活

で
き
る
と
い
う
の
が
、
今
の
実
態

で
す
。
凄
い
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
調
べ
る
と
、

や
は
り
料
金
決
め
た
と
き
に
、
寿

都
、
黒
松
内
と
似
た
よ
う
な
形
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
決
め
て
る

よ
う
な
節
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
お
か
れ
て
い
る
立
場

が
違
う
と
思
う
ん
で
す
ね
。
ス

タ
ー
ト
の
時
点
か
ら
島
牧
は
、
確

か
全
道
の
後
ろ
か
ら
１
番
か
２
番

の
普
及
率
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

と
こ
ろ
が
寿
都
と
か
黒
松
内
は

下
水
道
が
き
ち
ん
と
あ
っ
て
、
大

体
そ
れ
だ
け
50
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら

い
担
保
し
て
、
そ
し
て
合
併
浄
化

槽
を
や
っ
て
で
す
ね
、
多
分
詳

し
い
数
字
無
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
６
、
70
パ
ー
セ
ン
ト
は
い
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
、
島
牧
ま
だ

２
年
や
っ
て
17
パ
ー
セ
ン
ト
な
の

で
、
だ
か
ら
も
っ
と
思
い
切
っ
た

政
策
を
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
、
前
の
と
き
も
事

務
所
だ
と
か
工
場
だ
と
か
住
宅
地

以
外
で
も
３
分
の
１
助
成
を
や
る

と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん

ど
ん
推
し
進
め
た
ら
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
案

と
し
て
持
っ
て
い
た
し
、
料
金
も
、

も
う
少
し
水
道
料
金
を
島
牧
は
半

分
に
す
る
と
、
下
水
道
料
金
を
ね
、

水
道
の
半
分
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
千
円
で
や
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
推
し
進
め
て
、
ど
ん
ど
ん
下

水
道
を
普
及
す
る
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
か
な
い
と
、
き
っ
と
、
こ

の
ま
ま
で
い
っ
た
ら
、
あ
と
役
所

の
施
設
、
役
場
の
施
設
と
公
営
住

宅
等
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
進
ん

で
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。

是
非
積
極
的
な
、
も
う
少
し
、

今
の
安
倍
内
閣
で
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
日
銀
の
、
や
る
べ
き
こ

と
は
何
で
も
や
る
と
い
う
ぐ
ら
い

の
迫
力
を
も
っ
て
、
例
え
ば
下
水

道
事
業
で
あ
れ
ば
、
や
れ
る
こ
と

を
や
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
よ
。

例
え
ば
下
水
道
の
料
金
を
半
分

に
す
る
と
か
、
そ
ん
な
に
難
し
い

話
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

事
業
所
で
も
事
務
所
で
も
、
人
は

住
ん
で
い
な
く
て
も
便
所
は
あ
る

ん
だ
か
ら
、
そ
れ
に
３
分
の
１
助

成
し
て
も
な
ん
ら
問
題
な
い
と
思

う
の
で
す
よ
。
そ
れ
と
下
水
道
料

金
を
半
分
に
す
る
と
か
い
う
こ
と

も
、
そ
ん
な
に
負
担
に
な
る
こ
と

で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

う
の
で
す
よ
ね
。

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
澤
村
長

思
い
切
っ
た
、
も
っ
と
支
援
対

策
と
い
う
も
の
を
検
討
し
な
い
と
、

中
々
、
頭
打
ち
状
態
で
は
な
い
の

か
と
、
い
わ
ゆ
る
合
併
処
理
浄
化

槽
、
下
水
は
中
々
、
本
地
域
、
難

し
い
中
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
た
め
、
思

い
切
っ
た
こ
と
を
、
対
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
と
、
貴
重
な
ご
意
見
い

た
だ
き
ま
し
た
。

都
市
部
と
地
方
と
の
水
道
料
金

の
格
差
、
ま
た
、
下
水
等
に
掛
か

る
使
用
料
等
も
、
格
差
と
い
う
も

の
は
恐
ら
く
相
当
な
も
の
が
あ
る

の
か
な
と
い
う
の
も
、
た
だ
今
の

お
話
で
ち
ょ
っ
と
伺
い
ま
し
た
。

近
隣
町
村
広
く
て
も
、
精
々
後

志
管
内
等
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、

物
事
を
考
え
て
い
た
部
分
か
ら
は
、

ち
ょ
っ
と
手
元
に
資
料
が
無
い
の

で
な
ん
と
も
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
い
た
し

ま
し
て
も
、
浄
化
槽
等
々
、
特
別

会
計
で
補
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然

使
用
料
等
の
み
で
賄
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
全
て
一
般
会
計
か
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ら
の
繰
入
金
に
よ
っ
て
な
ん
と
か

成
り
立
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
な
お
且
つ

全
体
の
、
そ
れ
ら
の
思
い
切
っ
た

対
策
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
費

用
が
掛
か
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
に

伴
っ
て
発
生
す
る
と
こ
ろ
の
費
用

対
効
果
と
い
う
の
が
ど
れ
だ
け
逆

に
あ
る
の
か
。
金
額
だ
け
で
は
考

え
な
い
部
分
の
こ
と
も
含
め
て
、

何
か
も
っ
と
本
来
普
及
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
推

進
の
た
め
に
、
た
だ
今
の
様
々
な

指
摘
さ
れ
た
ご
意
見
等
を
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
再
度

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
田
議
員

観
光
振
興
に
対
し
て
も
、
合
併

処
理
浄
化
槽
に
し
て
も
、
や
は
り

熱
意
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

特
に
下
水
道
が
普
及
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
生
活
排
水

を
真
っ
直
ぐ
海
に
流
し
て
い
る
と
、

最
終
的
に
は
海
を
汚
し
て
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
か

き
れ
い
な
海
に
す
る
よ
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
が
全
道
一
遅
れ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
で
、
そ
れ
を

何
と
か
打
開
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
始
め
た
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

で
、
是
非
積
極
的
な
島
牧
独
自
の

切
込
み
を
、
行
動
を
起
こ
し
て
い

た
だ
い
て
、
推
し
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
わ
り
ま

す
。

藤
澤
村
長

定
例
課
長
会
議
が
、
村
政
の
執

行
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
課
長
会
議
で
は
、
月
毎
の

会
議
行
事
予
定
の
確
認
、
日
程
調

整
の
ほ
か
各
種
事
務
・
事
業
の
連

絡
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
協
議
等
も
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

定
例
課
長
会
議
は
、
各
課
に
配

置
す
る
職
員
を
所
掌
す
る
全
課
長

が
揃
う
機
会
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

村
政
執
行
に
あ
た
り
重
要
案
件
に

係
る
情
報
を
提
供
し
、
共
通
認
識

を
保
有
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
懸

案
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
ま

た
各
課
長
か
ら
意
見
・
提
案
を
求

め
る
こ
と
も
あ
り
、
各
般
に
わ

た
っ
て
受
け
た
意
見
・
提
案
に
つ

い
て
は
村
政
執
行
の
一
助
と
し
て

反
映
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
て
い
る
か
と

の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方

自
治
法
に
よ
り
ま
す
と
、
職
員
は

単
な
る
事
務
職
員
で
は
な
く｢

長

の
補
助
機
関
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
職
員
が
果
た
す
べ
き
重
要

性
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

職
員
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
、
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
、
ま
た
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
政
策
形
成

能
力
、
政
策
法
務
能
力
等
、
自
ら

の
知
識
や
技
能
の
向
上
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
私
と
共
に
村
づ
く
り

に
尽
く
す
立
場
に
あ
る
者
と
考
え

ま
す
こ
と
か
ら
、
私
と
い
た
し
ま

し
て
も
積
極
的
に
話
し
合
う
場

を
設
け
、
業
務
執
行
に
あ
た
り
、

独
断
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

日
々
努
力
を
し
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

佐
藤（
清
）議
員

今
ま
で
以
上
に
、
東
北
大
震
災

の
後
、
こ
の
村
で
も
、
情
報
通
信

始
め
、
防
災
な
ど
の
事
業
始
め
、

公
営
住
宅
対
策
な
ど
厳
し
い
問
題

が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
今
以
上

に
充
実
し
た
課
長
会
議
な
ど
を
積

極
的
に
行
っ
て
、
職
員
の
意
見
を

十
分
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
村
政

の
執
行
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
私
が
、
こ
の
よ
う
な
部
下

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
を
し

た
こ
と
は
、
察
し
の
と
お
り
、
こ

の
１
年
ソ
ー
イ
ン
グ
問
題
で
大
き

く
揺
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
村
長
の
村
政
の
執
行
者
と
し
て

の
責
任
を
十
分
感
じ
て
も
ら
い
、

ま
た
、
再
三
議
員
辞
職
ま
で
受
け

て
い
る
佐
藤
議
員
も
、
質
問
事
項

か
ら
離
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

十
分
反
省
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
政
の
執
行

問
　

村
で
は
課
長
会
議
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
村
政
に
ど
の
よ
う
に
う
ま
く
反
映
し
て
い
る
の
か
。

　

村
長
は
部
下
の
意
見
を
充
分
と
り
入
れ
て
い
る
の
か
。
又
、
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

佐　藤　清　司　議員
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ま
た
村
長
に
一
言
、
言
い
た
い

の
は
挨
拶
と
か
質
問
事
項
の
項
目

を
読
む
と
き
は
き
ち
っ
と
な
さ
れ

て
い
ま
す
け
ど
、
ど
う
も
説
得
力

の
な
い
よ
う
な
「
あ
の
う
」
と
か

い
う
こ
の
迫
力
の
無
い
も
の
の
言

い
方
が
ち
ょ
っ
と
、
私
議
会
を
見

る
た
び
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
か
ら
な
ん
で
す
け

れ
ど
、
役
場
職
員
の
中
で
、
全
く
、

お
は
よ
う
の
挨
拶
も
し
な
い
職
員

が
何
名
か
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

朝
か
ら
血
圧
の
上
が
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
公
務
員
の
態
度
で
は
困

る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
、
切
に
お
願
い
し
て
、

私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

藤
澤
村
長

「
あ
の
う
」
と
い
う
の
は
今
後

慎
む
よ
う
に
、
つ
い
つ
い
口
癖
で
、

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

職
員
の
挨
拶
が
な
い
も
の
が
ま

だ
何
名
か
い
る
よ
と
い
う
ご
指
摘
、

そ
れ
は
大
変
私
も
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。

職
員
に
は
、
早
速
そ
の
部
分
に

つ
い
て
の
指
導
等
徹
底
し
な
が
ら

自
覚
を
持
っ
て
村
民
皆
様
と
も
接

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
更
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が

ら
、
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
の

程
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲役場庁舎１階事務室

住民の思い、議会の意思を意見書として

意 見 書 を 提 出
　次の意見書を可決し、関係省庁へ提出しました。なお、
紙面の都合で内容を要約して掲載しました。

　　平成25年度地方財政対策に関する意見書

　国の三位一体改革によって、市町村は地域間格差が拡大し、深刻な経済、雇用状況
と相まって、地域の疲弊が深刻化している。加えて、平成25年度税制改正大綱は地方
の声が十分に反映されたものとはいえないなど、地方は将来の財政運営に大きな不安
を抱いている。
　このような状況において、国家公務員の給与減額措置に準じて地方公務員の給与削
減を求めるために、地方交付税を削減したことは、その根拠が極めて不明確な上に、
国に先駆けて、給与の独自削減や定数削減を行っていた地方の努力を踏みにじる極め
て不合理な措置であり、同時に、地方交付税制度の「財源調整機能」及び「財源保障
機能」を無視した、不公平な政策である。
　特に、地方との十分な協議を経ないままで、地方交付税を削減したことは、非常に
理不尽な措置で、極めて遺憾であると言わざるを得ない。
　よって、国には、今回のような措置を二度と繰り返さないように強く要望する。

　　住民の安全・安心なくらしを支える交通運輸行政の充実を求める意見書

　平成22年政府は「地域主権戦略大綱」を閣議決定し、国の出先機関について原則廃
止の方針を打ち出し、国土交通省の地方運輸局もその対象の一つとしています。地方
運輸局は、国土交通省の出先機関として、地方ブロックごとに設置されており、その
出先として地方運輸支局と自動車検査登録事務所や海事事務所が設置され、地方にお
ける交通・運輸にかかわる行政を行っています。
　行政をどこが担うか考えるとき、住民の安全・安心なくらしにとって相応しいのは
どこなのかが重要な視点となります。自治体の区域を超えて移動する自動車、鉄道、
船舶、航空などを対象とする行政にあっては、地方自治体が行うよりも国の方が効率
的、効果的に担えるのは明らかと言えます。
　よって、震災復興と被災地対策をはじめ、住民の安全・安心な交通運輸を支える行
政は、国が責任をもって直接実施すること。広大な北海道の交通・運輸行政を充実す
るために、運輸支局を充実すること。などを国に求めるものです。
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予
算
特

別

委
員
会

　平成25年度の各会計予算は、３月６日開会の第１回村議会定例会において、
全議員で構成する予算特別委員会を設置、これに審査を付託し、３月14・15
日審議しました。
　３月15日に再開した本会議では、後藤予算特別委員長から審議の結果、原
案のとおり可決すべき旨報告があり、採決の結果、各会計とも委員長報告のと
おり可決しました。

▲簡易水道会計の審査状況

新
年
度
予
算
を
審
査

平成25年度　一般会計予算

前年度対比　5.2㌫増

22億4300万円

特別会計予算規模

主な事業・一般会計

▲永豊婦人会による傍聴

予算総額
224,300万円

国民健康
保険事業

簡易水道
事業

介護保険
サービス事業

（単位：万円）

後期高齢者
医療

合併処理
浄化槽事業

H25

H24

0 2,000 10,0008,0006,0004,000 12,000

8,850

2,210

3,600

8,880

8,600

10,350

2,280

3,600

8,670

9,080

■役場庁舎整備費　464万円

庁舎の耐震性を委託調査し、整備方針を検討する。また、照明設備を LED に交換し、電力消費を抑える

■選挙費　817万円

参議院議員通常選挙、村議会議員選挙

■豊浜会館トイレ水洗化工事　556万円

■バス交通確保対策事業　1362万円

ニセコバス（株）のバス運行経費を補助し、バス路線を確保する

■民間バス借上助成事業　498万円

各種団体の活動に伴う民間バス借上利用に対し助成する

■防災備蓄品整備事業　33万円

毛布100枚、地区会館のおあしす、漁村センターに備蓄する

総務費
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■経営林道賀老線整備事業　3000万円
　　継続事業、賀老の滝から狩場山登山道入口までの林道舗装工事、
　　平成26年度完成予定
■監視カメラ設置事業　8552万円
　　継続事業、村内沿岸に監視カメラ、光ケーブルを設置し、
　　密漁から漁業資源を守る
■トド被害防止対策事業　497万円
　　強化袋網購入助成、ハンター出動費、猟銃免許取得経費助成
■種苗生産施設管理事業　750万円
　　ソイ、ウニ等の種苗を生産・放流、つくり育てる漁業を推進
■ウニ天然種苗深浅移殖事業　100万円
　　ウニを水深の浅い藻場に移殖し育てる。17万5千粒を計画
■ナマコ人工種苗購入事業　60万円
　　ナマコの人工種苗を３万尾購入し放流する
■栄浜地区集荷場補修事業　124万円
　　漁協集荷施設の老朽化に伴い、屋根を張替え、シャッター、サッシを交換する
■元町支所共同作業所補修事業　408万円
　　漁協共同作業所の老朽化に伴い、屋根を張替え、壁を補修する

農林水産業費

民生費

▲夏の遠足（保育所）

▲監視カメラ（H24設置、茂津多方面）

■デイサービスバス購入事業　1002万円
　　23人乗りマイクロバス１台、リフト装置付
■保育所トイレ水洗化工事　1204万円
■保育所環境整備工事　70万円
　　昨年に引続き、教室などの照明を LED に交換　
■高齢者除雪サービス事業　126万円
　　概ね65歳以上の老人世帯を対象に自宅玄関先を除雪
■高齢者配食サービス事業　222万円
　　概ね65歳以上の調理が困難な人を対象に食事を配達
■生活管理指導員派遣事業　170万円
　　介護保険給付対象外の要援護高齢者宅へホームヘルパーを派遣
■外出支援サービス事業　69万円
　　高齢者などを診療所、公共施設等へ送迎し在宅生活を支援
■生きがい活動支援通所事業　850万円
　　高齢者が要介護状態とならないよう、生活訓練、趣味活動等を行う
■高齢者訪問見守り支援事業　157万円
　　高齢者を定期的に訪問し、体調不良や生活不安に対応する
■緊急雇用創出推進事業　302万円
　　介護ヘルパー補助員２人を期間雇用し介護ヘルパーを育成
■総合福祉医療センター屋根補修工事　1878万円
　　居住部門の屋根を FRP 防水
■社会福祉協議会運営助成　1400万円
■福祉灯油助成　166万円

衛生費

■診療所診療機器購入　174万円
　　臨床化学自動分析装置　一式
■がん検診推進事業　54万円
　　子宮頸がん、乳がん、大腸がんを対象
■子宮頸がん等ワクチン接種事業　548万円
　　子宮頸がん、肺炎球菌、季節性インフルエンザ等を対象
■空気清浄機購入　29万円
　　診療所待合室に設置
■元町墓地照明設備設置工事　120万円
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▲�新甫川。右岸積ブロック護岸の下段部分
が崩れ落ちている

商工費

■緊急雇用創出事業　567万円

　　失業者に対する短期の雇用、就業機会の創出。草刈・除雪等を行い、環境を大切にする村づくりを推進

■中小企業景気対策利子補給事業　245万円

　　景気が後退する中、企業が金融機関から借入した資金に対し、利子の一部を補給し企業経営を支援

■中小企業融資預託金　300万円

　　中小企業への貸付に係る預託金

■商工会運営助成　1456万円

土木費

■村道九助橋、本別橋補修設計業務委託　527万円

　　補修計画に基づき、老朽化した村道橋を計画的に補修

■新甫川護岸整備工事　834万円

　　髙島地先右岸、延長28㍍

■松山横小河川整備工事　719万円

　　字豊平松山地先、延長60㍍

消防費

■防火水槽漏水補修工事　126万円

　　歌島地区　１基

■消防救急無線デジタル化実施設計業務委託　293万円

■車庫修繕工事　65万円

　　第１分団（歌島）、第３分団（豊浜）の車庫シャッター取替、軒天張替

■小型動力ポンプ付水槽車購入　1299万円

　　第３分団（豊浜）に配備

教育費

■外国語活動講師委託　84万円

　　小・中学校及び保育所の英語教育、オーストラリア人講師

■小学校学習支援員配置事業　300万円

■小中学校備品購入　149万円

　　教材備品（プロジェクター、スクリーンほか）、一般備品（机、イスほか）

■人材育成事業　300万円

　　小学生国内研修視察、5年生を対象、東京方面　他

■小学校グランドバックネット取替工事　393万円

■教員住宅トイレ水洗化工事　744万円

　　教員住宅４棟５戸

■教員住宅修繕工事　361万円

　　屋根塗装３棟４戸、屋根葺替１棟２戸、外壁塗装１棟１戸

■給食センター修繕工事　184万円

　　屋根一部葺替、外壁塗装、内部仕切りシャッター取替ほか

■給食センター調理器具整備　79万円

　　下処理用シンク購入、ドライ仕様２台

■スポーツセンター備品購入　45万円

　　バレーボール用ネット、支柱ほか
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主な事業・特別会計

■後志広域連合分賦金　8048万円

後志広域連合は、地方分権時代における国・道から町村への事務権限の移譲並びに多様化した広域行政

需要等に適切かつ効率的に対応するため、平成19年、管内16町村（３町村不参加）で設立。国民健康保

険事業、介護保険事業等の広域化・集約化が可能な事務について共同処理を行っている

国民健康保険事業特別会計 予算総額　8,600万円

■水質検査委託　589万円

村内７ヶ所の浄水場の原水、浄水を検査

■原歌地区配水管布設替工事　723万円

小学校グランド横　配水管布設替え　延長240㍍

■消火栓交換工事　98万円

歌島地区　2ヶ所

 簡易水道事業特別会計 予算総額　8,880万円

■デイサービス運営業務委託料　2554万円

日常生活上の世話や機能・適応訓練を行う

介護保険サービス事業
特別会計

予算総額　3,600万円

■後期高齢者医療広域連合納付金　2137万円

事務費負担金、保険料等負担金

後期高齢者医療特別会計 予算総額　2,210万円

■浄化槽維持管理業務委託　482万円

保守点検　83基

■水洗便所改良等工事資金補助　252万円

12戸分、１戸あたり21万円を上限に補助

■浄化槽設置工事　6187万円

浄化槽設置20基の実施設計業務委託料及び設置工事費

合併処理浄化槽事業
特別会計

予算総額　8,850万円
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藤澤　克　村長

行 政
報 告

臨
時
会

　平成25年第１回村議会臨時会は１月22日
招集され、村長の行政報告のあと、サケマス
増殖事業の水源調査費など517万円を追加し
た「平成24年度一般会計補正予算（第８号）」
を審議、可決し、同日閉会しました。
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▼
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

歳
出

　
財
政
調
整
基
金
積
立
金
５
１
７

万
円
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額
、
さ
け
ま
す
増
殖
事
業
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源
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費
３
９
２
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円
追
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浜
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館
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房
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購
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費
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万

円
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加
、
役
場
庁
舎
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ラ
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修

繕
費
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円
追
加
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か
。

　
歳
出
の
み
の
補
正
で
、
予
算
総

額
の
増
減
な
し
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

審議

議案

した

補
正
予
算

▲�宮内地区におけるサケ稚魚生産は、河川水等、飼育環境の不良から、現在発眼卵からの長期飼育生産を
行っていない。そのため、飼育水を泊川の伏流水に求め、取水可能量を調査し、稚魚生産施設の整備を
検討している。三角堰による水量測定
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■
議
会
広
報
「
か
り
ば

1
４
3
号
」
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
第
１
回

定
例
会
の
審
議
内
容
、

一
般
質
問
を
中
心
に
編

集
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

覧
に
な
っ
て
、
村
の
方

針
や
議
会
活
動
に
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

集
後編
記

［１月］
　６日　消防出初式（改善センター　濱野議長ほか）
１３日　成人式（おあしす　濱野議長ほか）
１５日　例月出納検査
２２日　第１回村議会臨時会、新年交礼会

［２月］
１２日　全員協議会
１３日　例月出納検査
１７日　後志地域まちづくり学習会・村田のりとし新春の集い（壮瞥町　長尾副議長）
１８日　後志町村等監査委員協議会第２回研究協議会（札幌市　瀬戸川議員）
２１日　後志町村議会議長会定期総会（洞爺湖町　濱野議長）
２２日　全員協議会
２８日　議会運営委員会

［３月］
　４日　南部後志環境衛生組合議会（黒松内町　後藤議員）
　　　　南部後志衛生施設組合議会（寿都町　長尾副議長）
　６日　第１回村議会定例会
１３日　例月出納検査、スポーツ表彰式（おあしす　濱野議長）
１４日　第１回村議会定例会（２日目）、予算特別委員会
１５日　第１回村議会定例会（３日目）、予算特別委員会
２１日　岩内・寿都地方消防組合議会（岩内町　髙島議員）

議 会 日 誌
平成25年１月から３月

▲役場前のさくら　（昨年の５月８日撮影）

気軽に議会を傍聴してみませんか。
◇定例会は、年４回開かれます。（３月・６月・９月・12月）
◇臨時会は、必要に応じて開かれます。
お問い合せは、議会事務局まで　（電話75−6274）


